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は
じ
め
に

　

昭
和
二
〇
年
三
月
二
七
日
に
勅
令
第
一
三
一
号
に
よ
り
米
子
医
学

専
門
学
校
（
米
子
医
専
）
の
設
置
が
決
定
さ
れ
た
。
設
置
に
至
る
ま

で
の
経
過
は
拙
稿
「
米
子
医
学
専
門
学
校
設
立
経
緯
」
と
し
て
発
表

し
た
（
豊
島
良
太 

二
〇
二
一
）。
こ
の
勅
令
公
布
か
ら
昭
和
二
六
年

四
月
の
鳥
取
大
学
医
学
部
発
足
ま
で
は
、
終
戦
を
挟
ん
だ
国
体
の
大

変
革
の
中
で
、米
子
医
専
に
と
っ
て
も
存
廃
や
医
科
大
学
へ
の
昇
格
、

新
制
鳥
取
大
学
へ
の
参
加
な
ど
多
く
の
難
事
、
難
題
に
見
舞
わ
れ
た

激
動
の
六
年
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
六
年
の
中
で
、
米
子
医
専
設
置
決
定
か
ら
終
戦
の
昭
和
二
〇

年
八
月
一
五
日
ま
で
の
経
過
は
、
そ
も
そ
も
記
録
が
な
か
っ
た
た
め

か
終
戦
後
に
廃
棄
さ
れ
た
た
め
か
、
こ
れ
と
い
っ
た
資
料
は
残
さ
れ

て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
鳥
取
大
学
と
同
医
学
部
の
周
年
史
や
記

念
誌
に
記
載
さ
れ
た
、
こ
の
間
の
日
付
の
あ
る
出
来
事
は
、「
五
月

一
五
日
に
一
五
〇
名
の
第
一
回
入
学
生
を
許
可
」（
田
中
潔
・
高
木

篤
編 

一
九
五
五
）
と
「
七
月
一
日
に
入
学
式
を
挙
行
」（
米
子
医
学

専
門
学
校
校
友
会
雑
誌
部
編 

一
九
四
六
）
の
二
つ
だ
け
で
あ
る
。

　

終
戦
後
に
つ
い
て
も
、
鳥
取
大
学
医
学
部
創
立
五
〇
周
年
記

念
誌
「
飛
鳥
」（
医
学
部
創
立
50
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
編 

一
九
九
五
ｅ
）
の
医
学
部
沿
革
年
表
に
は
、
昭
和
二
三
年
二
月
一
〇

日
の
「
政
令
第
三
三
号
、
米
子
医
科
大
学
官
制
公
布
、
下
田
光
造
医

科
大
学
長
と
な
る
」
ま
で
の
間
、
昭
和
二
一
年
六
月
一
日
の
「
財
団

法
人
米
子
病
院
を
米
子
医
学
専
門
学
校
附
属
病
院
に
移
管
、
医
学

専
門
学
校
と
し
て
初
の
男
女
共
学
に
踏
み
切
る
」
と
昭
和
二
二
年
七

月
二
一
日
の
「
文
部
省
令
第
一
六
号
、
学
校
教
育
法
の
改
正
に
よ
り

　
〔
研
究
論
文
〕

米
子
医
学
専
門
学
校
か
ら
米
子
医
科
大
学
、

　
　
そ
し
て
鳥
取
大
学
医
学
部
ま
で
の
歴
史

　

　
　
　
豊
　
島
　
良
　
太
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医
学
専
門
学
校
の
修
業
年
限
を
五
年
に
変
更
」
の
二
つ
の
事
項
が
記

載
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
昭
和
二
〇
年
一
〇
月
に
連
合
国
軍
最

高
司
令
官
総
司
令
部
（General H

eadquarters, the Suprem
e 

Com
m
ander for the A

llied Pow
ers

：
以
下GH

Q
/SCA

P

と
略
）

が
五
大
改
革
を
政
府
に
指
令
し
、
医
学
教
育
に
も
改
革
の
嵐
が
吹
き

荒
れ
て
い
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
し
か
し
、
周
年
史
や
記
念
誌
に

医
学
教
育
改
革
の
内
容
や
そ
の
米
子
医
専
へ
の
影
響
、
そ
し
て
鳥
取

県
、
米
子
市
、
米
子
医
専
な
ど
の
対
応
の
記
載
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た

ら
な
い
。

　

続
く
、
昭
和
二
三
年
の
米
子
医
科
大
学
（
米
子
医
大
）
設
置
か
ら

新
制
鳥
取
大
学
へ
医
学
部
と
し
て
参
加
す
る
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て

は
、
資
料
は
残
っ
て
い
る
が
、
医
専
、
医
大
、
医
学
部
の
併
存
し
た

時
代
で
あ
っ
た
た
め
、
学
制
、
中
で
も
入
試
制
度
に
分
か
り
に
く
い

点
が
多
い
。

　

本
稿
で
は
、
国
や
鳥
取
県
、
米
子
市
、
鳥
取
大
学
、
同
医
学
部
の

資
料
に
加
え
て
、
同
時
期
に
設
立
さ
れ
た
他
の
官
立
医
学
専
門
学
校

（
官
立
医
専
）
の
記
録
と
鳥
取
県
の
地
方
紙
で
あ
る
日
本
海
新
聞
の

記
事
な
ど
を
包
括
的
に
解
析
、
照
合
し
、
米
子
医
専
設
置
の
勅
令
公

布
後
の
昭
和
二
〇
年
四
月
か
ら
昭
和
二
三
年
の
米
子
医
大
併
設
の
正

式
決
定
ま
で
、
そ
し
て
そ
の
後
の
新
制
鳥
取
大
学
医
学
部
ま
で
の
変

遷
の
過
程
を
総
合
的
か
つ
客
観
的
に
捉
え
る
よ
う
に
試
み
た
。

　
　
　

Ⅰ　

米
子
医
専
設
置
勅
令
か
ら
終
戦
ま
で

　

勅
令
公
布
の
翌
々
日
、
昭
和
二
〇
年
三
月
二
九
日
に
米
子
医
専
創

立
事
務
所
を
鳥
取
県
庁
内
政
部
教
学
課
内
に
置
く
と
い
う
文
部
省
告

示
が
発
出
さ
れ
た
（
大
蔵
省
印
刷
局 

一
九
四
五
ａ
）。

　

昭
和
一
九
年
一
二
月
二
七
日
の
日
本
海
新
聞
に
「
官
立
医
専
は
五

月
開
校 

学
校
は
義
方
国
民
精
華
女
学
両
校 

附
属
病
院
は
米
子
、
博

愛
両
病
院
を
充
当
」
の
見
出
し
で
、
古
城
鳥
取
県
内
政
部
長
の
「
…

開
校
は
五
月
一
日
の
予
定
で
三
学
級
百
二
十
名
…
」
の
談
話
が
あ

る
。
実
際
の
開
校
は
談
話
よ
り
二
か
月
遅
れ
の
昭
和
二
〇
年
七
月
一

日
で
、
入
学
式
と
兼
ね
て
行
わ
れ
た
（
米
子
医
学
専
門
学
校
校
友
会

雑
誌
部
編
一
九
四
六
）。
開
校
後
に
、
米
子
医
専
創
立
事
務
所
は
米

子
医
専
に
移
さ
れ
た
（
大
蔵
省
印
刷
局 

一
九
四
五
ｂ
）。

　

こ
の
入
学
式
に
お
け
る
下
田
光
造
校
長
の
式
辞
が
米
子
医
学
専
門

学
校
校
友
会
雑
誌
第
一
号
（
米
子
医
学
専
門
学
校
校
友
会
雑
誌
部
編 

一
九
四
六
）
に
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
「
…
先
ず
首
尾
よ
く
入

学
の
栄
誉
を
荷
は
れ
た
る
百
五
十
名
の
諸
君
及
び
父
兄
各
位
の
御
満

足
の
程
を
想
像
致
し
、
衷
心
よ
り
祝
意
を
表
す
る
と
同
時
に
、
不

幸
に
し
て
落
伍
せ
ら
れ
た
る
六
千
余
名
の
諸
君
に
深
く
同
情
致
す
次

第
で
あ
り
ま
す
。」
と
入
学
者
と
志
願
者
の
数
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

志
願
者
は
驚
く
べ
き
数
で
あ
る
。
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こ
の
数
字
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
〇
年
度
の
文
部
省
第
七
三
年
報

（
文
部
省 

一
九
七
九
ｃ
）
に
ほ
ぼ
同
数
の
六
五
〇
〇
の
数
字
が
記
載

さ
れ
て
い
る
。
同
年
度
の
他
の
官
立
医
専
に
比
べ
て
一
桁
多
い
志
願

者
数
で
あ
っ
た
（
表
１
）。

　
　
　

一　

先
行
の
官
立
医
専
の
志
願
者
数

　

先
に
設
立
さ
れ
た
官
立
医
専
で
も
開
校
初
年
度
の
志
願
者
は
極
め

て
多
い
（
表
１
）。
昭
和
一
八
年
度
開
設
の
前
橋
医
学
専
門
学
校
（
前

橋
医
専
）
に
つ
い
て
は
、「
群
馬
大
学
医
学
部
30
年
の
歩
み
」
の
中

に
「
前
橋
医
専
、
前
橋
医
大
、
そ
し
て
群
大
医
学
部
」（
繁
山
作
太

郎 

一
九
七
五
）
と
題
し
て
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

全
国
唯
一
の
官
立
医
学
専
門
学
校
が
昭
和
一
八
年
五
月
開
校
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
が
一
七
年
暮
大
蔵
省
と
の
予
算
折
衝
で
全
国
に
報
道
さ

れ
、
文
部
省
に
は
全
国
各
地
か
ら
の
入
学
試
験
要
項
の
申
込
が
山
を

な
し
た
。
…
同
年
度
の
入
学
試
験
は
全
部
終
了
し
た
後
の
た
め
問
合

せ
や
要
項
の
申
込
は
約
五
〇
〇
〇
通
に
達
し
た
。
引
続
き
願
書
の
受

付
、
受
験
票
発
送
に
当
っ
た
が
、
そ
の
結
果
志
願
者
は
三
〇
六
〇
名

の
多
き
に
達
し
東
京
教
育
大
学
（
当
時
の
東
京
文
理
科
大
学
）
と

前
橋
高
等
学
校
（
当
時
前
橋
中
学
校
）
の
二
カ
所
に
お
い
て
四
月

二
五
、二
六
日
入
学
試
験
を
施
行
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

昭
和
一
九
年
度
開
設
の
松
本
医
学
専
門
学
校
（
松
本
医
専
）
に
つ

い
て
は
、
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
（
信
州
大
学
医
学
部
25
周

募集
人員

志願者数（人） 入学者数（人）

昭和 18 年度 昭和 19 年度 昭和 20 年度  昭和 20 年度

前橋医専 120 3,060 1,437 406 127

青森医専 120 ― 1,845 707 154

松本医専 120 ―  2,157* 464 160

東京医歯専  80 ― 2,858 348 111

徳島医専 136 ― ― 726 138

米子医専 120 ― ― 6,500 150

　　　　* 信濃毎日新聞の数字とわずかに異なる。
　　　　文部省第七十一、七十二、七十三年報（文部省 1979a,b,c）より

表１  官立医専の募集人員、志願者数、入学者数
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年
記
念
会
編 

一
九
六
九
ａ
）。

医
専
の
入
学
試
験
は
、
四
月
一
六
日
の
第
一
次
試
験
と
二
四
日
、

二
五
日
両
日
の
身
体
検
査
お
よ
び
人
物
考
査
は
、
…
松
本
高
等
学
校

と
松
本
第
二
中
学
の
校
舎
を
借
用
し
て
こ
れ
を
行
っ
て
い
る
。
…
殺

到
す
る
受
験
生
の
宿
舎
に
つ
い
て
、
松
本
市
旅
館
組
合
、
浅
間
温
泉

組
合
並
に
松
本
市
下
宿
業
組
合
で
は
、
…
全
国
各
地
及
び
支
那
・
満

州
か
ら
の
受
験
生
大
体
五
〇
〇
〇
名
と
み
ら
れ
て
い
る
…
。
し
か
し

実
際
に
受
験
し
た
の
は
こ
ん
な
に
多
く
な
く
、
四
月
六
日
の
『
信

毎
（
（
（

』
は
『
試
験
場
は
受
験
人
員
が
予
想
よ
り
減
っ
た
関
係
上
、
松
高

並
に
松
二
中
の
二
カ
所
に
改
め
ら
れ
、
志
願
者
二
一
五
四
名
の
中
一

番
か
ら
一
五
〇
〇
番
ま
で
が
高
校
、
一
五
〇
一
番
か
ら
二
一
五
四
ま

で
が
二
中
で
受
験
す
る
』
と
い
っ
て
い
る
。
…
一
九
年
四
月
二
六
日

に
は
合
格
者
一
二
三
名
を
発
表
し
…
。

　

松
本
医
専
と
同
年
に
設
置
さ
れ
た
青
森
医
学
専
門
学
校
（
青
森

医
専
）
の
志
願
者
は
一
八
四
五
名
、
同
年
医
学
科
の
追
加
設
置
と

な
っ
た
東
京
医
学
歯
学
専
門
学
校
（
東
京
医
歯
専
）
の
志
願
者
は

二
八
五
八
名（
歯
学
科
を
含
む
）で
あ
っ
た（
文
部
省 

一
九
七
九
ｂ
）。

　

開
校
年
に
志
願
者
の
多
い
理
由
は
、
前
橋
医
専
と
松
本
医
専
に
関

す
る
引
用
文
傍
線
部
の
「
同
年
度
の
入
学
試
験
は
全
部
終
了
し
た

後
」、「
医
専
の
入
学
試
験
は
、
四
月
一
六
日
」
に
あ
る
よ
う
に
、
開

校
初
年
度
は
既
設
の
臨
時
附
属
医
学
専
門
部
や
医
学
専
門
学
校
の
入

学
試
験
が
終
わ
っ
た
後
に
遅
れ
て
別
個
に
試
験
を
し
た
た
め
、
志
願

者
が
集
中
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
信
州
大
学
医
学
部
25
周

年
記
念
誌
に
あ
る
次
の
記
述
（
信
州
大
学
医
学
部
25
周
年
記
念
会
編 

一
九
六
九
ｂ
）
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

二
〇
年
度
の
新
入
生
の
問
題
に
つ
い
て
、
竹
内
校
長
は
四
月
二
五
日

に
文
部
省
の
辻
田
力
専
門
学
務
課
長（

（
（

宛
に
、
次
の
よ
う
な
文
書
を

送
っ
て
い
る
。
…
昭
和
二
〇
年
度
の
上
級
学
校
進
学
者
は
、
四
月
の

入
学
を
勤
労
奉
仕
の
た
め
に
七
月
一
日
に
延
期
さ
れ
た
が
、
七
月
一

日
の
入
学
式
を
す
る
為
に
は
、
六
月
二
〇
日
頃
に
は
勤
労
報
国
隊

を
、き
り
あ
げ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
医
専
と
し
て
は
、

二
〇
年
度
の
入
学
生
の
入
学
試
験
は
、
二
月
の
末
に
行
い
三
月
一
日

に
合
格
発
表
を
行
っ
て
い
る
が
、
…
。

　

傍
線
部
の
よ
う
に
、
既
設
医
専
の
昭
和
二
〇
年
度
の
入
学
試
験
は

米
子
医
専
設
置
勅
令
の
公
布
よ
り
前
に
施
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

　

昭
和
二
〇
年
度
の
新
設
官
立
医
専
は
徳
島
医
専
と
米
子
医
専
で

あ
っ
た（

（
（

が
、
徳
島
医
専
の
志
願
者
は
七
二
六
名
と
米
子
医
専
ほ
ど
多

く
は
な
い
。
こ
れ
は
徳
島
医
専
が
昭
和
一
八
年
度
開
校
の
県
立
医
専

か
ら
官
立
へ
の
移
管
で
あ
り
、
二
〇
年
度
入
学
生
は
学
内
で
は
第
三
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回
生
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
（
徳
島
大
学
50
年
史
編
集
委
員
会
編 

二
〇
〇
〇
ａ
）、
入
学
試
験
は
既
設
官
立
医
専
と
同
時
期
に
行
わ
れ

た
た
め
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
信
州
大
学
の
文
章
に
は
、
米
子
医
専
の
開
校
（
入
学
式
）
が

七
月
一
日
に
遅
れ
た
理
由
を
示
す
内
容
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ

は
、
勤
労
報
国
隊
の
徴
用
期
限
が
六
月
末
日
ま
で
で
あ
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
米
子
医
専
の
開
校
を
勅
令
公
布
か
ら
三
か
月
置
か
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
理
由
が
判
明
し
た
。

　
　
　

二　

米
子
医
専
の
志
願
者
数
と
入
学
試
験

　

米
子
医
専
の
志
願
者
数
や
試
験
の
日
時
、
場
所
に
つ
い
て
は
、「
米

子
医
学
専
門
学
校
創
設
の
前
後
―
米
原
穣（

（
（

鳥
取
商
工
会
議
所
会
頭
に

聞
く
―
」（
高
木
篤
・
田
中
敬
一
・
米
原
穣 

一
九
八
六
）
の
中
で
次

の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

米
原
会
頭
：
米
子
が
遅
れ
た
も
ん
で
す
か
ら
、
別
の
入
学
試
験
を
作

ら
ね
ば
な
ら
ん
。
そ
れ
で
、
作
り
ま
し
て
ね
。
私
に
も
っ
て
行
け
と

い
う
ん
で
す
。
大
き
な
鞄
に
入
れ
ま
し
て
ね
、
そ
の
鞄
を
持
っ
て
家（

（
（

に
帰
っ
て
、
あ
く
る
日
持
っ
て
行
っ
た
ん
で
す
が
。

高
木
学
長
：
六
〇
〇
〇
人
く
ら
い
志
願
者
が
あ
っ
た
と
い
う
話
で
す

が
。

田
中
学
部
長
：
え
え
、
そ
う
な
ん
で
す
ね
。
実
際
に
来
た
の
は
そ
れ

ほ
ど
じ
ゃ
あ
な
い
ん
で
し
ょ
う
け
れ
ど
。

米
原
会
頭
：
そ
の
時
は
、
今
の
米
子
の
西
高
（
（
（

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す

ね
、
そ
の
頃
の
女
学
校
で
す
。
…
下
田
校
長
も
出
て
来
て
ま
し
た
か

ら
ね
。
そ
れ
が
二
〇
年
の
何
月
で
し
た
か
ね
。
試
験
し
た
の
。	

い
ず
れ
に
し
て
も
春
で
し
ょ
う
。

　

傍
線
で
示
し
た
「
米
子
が
遅
れ
た
」、「
別
の
入
学
試
験
」
は
、
米

子
医
専
は
開
設
初
年
度
で
あ
っ
た
た
め
既
設
の
他
学
と
は
別
日
に
、

異
な
る
入
学
試
験
を
し
た
こ
と
を
端
的
に
示
す
証
言
で
あ
る
。
し
か

し
、
試
験
日
や
試
験
会
場
は
は
っ
き
り
し
な
い
。　

　

昭
和
二
〇
年
五
月
一
一
日
の
日
本
海
新
聞
に
「
米
子
医
専
合
格
者

発
表
」
の
見
出
し
の
記
事
が
あ
っ
た
（
図
１
）。

七
月
一
日
か
ら
開
校
す
る
官
立
米
子
医
学
専
門
学
校
入
学
者
は
約

六
千
名
の
志
願
者
の
中
か
ら
、
第
一
次
に
合
格
し
た
三
百
十
名
を
更

に
五
月
二
、三
、四
の
三
日
間
同
校
で
第
二
次
試
験
を
行
っ
た
う
え
、

十
日
合
格
者
百
二
十
名
を
左
の
通
り
発
表
し
た
。
う
ち
鳥
取
県
関
係

の
も
の
は
米
子
中
学
の
二
十
五
名
、
鳥
取
一
中
二
十
二
名
、
同
二
中

十
四
名
、
倉
吉
中
学
十
三
名
、
境
中
学
八
名
、
育
英
中
学
四
名
、
そ

の
他
四
名
で
合
計
九
十
名
の
多
数
に
上
っ
て
い
る
。
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こ
の
記
事
か
ら
、
試
験
は
一
次
と
二
次
の
二
回
あ
っ
た
こ
と
、
そ

し
て
二
次
の
試
験
日
は
判
明
し
た
。
一
次
試
験
に
つ
い
て
は
、当
時
、

米
子
に
千
人
規
模
の
宿
泊
提
供
能
力
は
な
く
、
昭
和
二
一
年
の
米
子

医
専
二
期
生
の
一
次
試
験
が
書
類
銓
衡
で
あ
っ
た
こ
と
（
昭
和
二
一

年
五
月
二
八
日 

日
本
海
新
聞
）
か
ら
、
書
類
銓
衡
で
あ
っ
た
と
推

測
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
米
原
会
頭
の
「
…
大
き
な
鞄
に
入
れ
ま

し
て
ね
、
…
あ
く
る
日
持
っ
て
行
っ
た
ん
で
す
が
…
」
の
鞄
に
入
れ

た
入
学
試
験
問
題
は
二
次
試
験
の
三
一
〇
名
分
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

試
験
会
場
に
つ
い
て
は
、
米
原
会
頭
の
「
今
の
米
子
の
西
高
」
と

記
事
内
の
傍
線
で
示
し
た
「
同
校
」
と
い
う
二
つ
の
場
所
が
出
て
き

た
。
後
者
の
「
同
校
」
は
米
子
医
専
で
、
昭
和
二
〇
年
三
月
ま
で
は

義
方
国
民
学
校
で
あ
っ
た
。
国
民
学
校
で
は
校
舎
明
け
渡
し
の
た

め
、
昭
和
二
〇
年
二
月
に
教
職
員
と
児
童
が
机
や
椅
子
な
ど
ほ
と
ん

ど
の
校
具
、
教
具
を
移
転
先
の
角
盤
高
等
小
学
校
に
運
搬
、
移
動
し

て
い
た
（
湊
口
賢
二
編 

一
九
五
四
）。
そ
の
た
め
、
医
専
の
授
業
開

始
日
（
七
月
二
日
）
に
は
「
講
義
室
は
必
ず
椅
子
と
机
が
あ
る
も
の

と
思
っ
た
ら
大
ま
ち
が
い
で
、
こ
の
部
屋
に
は
な
ん
に
も
な
い
。
…

仕
方
が
な
い
か
ら
学
生
は
床
板
の
上
に
ズ
ラ
リ
と
胡
坐
を
か
い
て
膝

の
上
に
ノ
ー
ト
を
展
げ
た
」
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
（
田
中
敬
一 

一
九
五
二
）。
し
た
が
っ
て
、
五
月
に
「
同
校
」
で
三
一
〇
人
の
筆

記
試
験
を
行
う
こ
と
は
設
備
面
で
困
難
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　

前
者
の
「
今
の
米
子
の
西
高
」
に
つ
い
て
は
、
米
子
西
高
等
学
校

創
立
八
十
周
年
記
念
誌
に
試
験
会
場
提
供
の
記
録
は
な
く
、
昭
和

二
〇
年
の
教
務
日
誌
も
現
存
し
な
い
た
め
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
た

だ
、
鳥
取
県
立
米
子
高
等
女
学
校
の
家
庭
寮
に
昭
和
一
八
～
二
一
年

に
勤
務
し
た
人
物
の
「
思
い
出
の
記
」
と
題
し
た
文
章
が
同
記
念
誌

図１  昭和 20 年５月 11 日の日本海新聞

「米子医専合格者発表」の見出しで、記事と合格者の氏名（原籍）
が記載されている。
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（
創
立
八
十
周
年
記
念
誌
編
纂
委
員
会
編 

一
九
八
七
）
に
掲
載
さ
れ

て
い
た
。
そ
の
中
に
「
或
日
、
突
然
校
長
に
呼
ば
れ
た
。
数
日
間
、

家
庭
寮
を
米
子
医
専
の
設
立
準
備
委
員
会
に
用
立
て
る
。
…
高
農

（
後
の
鳥
大
）
の
大
谷
教
授
、
米
子
病
院
の
西
島
博
士
、
県
視
学
の

湊
山
先
生（

（
（

等
著
名
な
方
々
が
入
れ
か
わ
り
立
ち
か
わ
り
現
れ
て
、
会

議
が
進
め
ら
れ
…
米
子
医
学
（
原
文
の
ま
ま
）
が
誕
生
し
た
の
で
あ

る
」
と
あ
っ
た
。
多
分
、
県
は
文
部
省
か
ら
昭
和
一
九
年
の
春
か
ら

夏
の
間
に
医
専
設
置
の
打
診
が
あ
っ
た
後
、
設
立
準
備
の
協
議
の
場

と
し
て
市
内
中
心
部
に
あ
っ
た
県
立
学
校
を
使
用
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
こ
う
し
た
関
係
と
机
や
椅
子
な
ど
の
設
備
が
整
っ
て
い
た
点

を
考
慮
す
れ
ば
、「
同
校
」
よ
り
「
今
の
米
子
の
西
高
」
の
可
能
性

が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

定
員
に
関
す
る
記
載
は
、「
明
春
か
ら
開
校　

三
学
級
百
二
十

名
」
の
見
出
し
の
昭
和
一
九
年
一
二
月
二
〇
日
の
日
本
海
新
聞
記

事
が
最
も
古
い
。
昭
和
二
〇
年
度
文
部
省
第
七
三
年
報
（
文
部

省 

一
九
七
九
ｃ
）
に
は
、
定
員
は
一
二
〇
名
、
実
際
の
入
学
者
は

一
五
〇
名
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
二
〇
年
五
月
一
一
日
の
日
本

海
新
聞
の
記
事
本
文
に
は
合
格
者
一
二
〇
名
と
あ
る
が
、
同
記
事
の

合
格
者
一
覧
に
は
一
五
〇
名
の
氏
名
と
原
籍（

（
（

の
記
載
が
あ
っ
た
。
他

の
官
立
医
専
に
お
い
て
も
昭
和
二
〇
年
度
の
入
学
者
は
各
校
と
も
募

集
人
員
よ
り
多
く
（
表
１
）、
戦
況
悪
化
に
伴
う
軍
医
不
足
が
深
刻

化
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　

合
格
者
は
鳥
取
県
関
係
者
が
多
く
を
占
め
て
い
た
。
こ
れ
は
、
昭

和
一
九
年
八
月
に
学
徒
勤
労
令
が
公
布
さ
れ
、
鳥
取
県
内
の
中
学
校

に
お
い
て
も
広
島
や
米
子
、鳥
取
の
軍
需
工
場
へ
の
動
員
が
始
ま
り
、

昭
和
二
〇
年
三
月
の
中
学
卒
業
者
は
進
学
し
な
い
場
合
に
は
、
徴
用

の
継
続
も
し
く
は
徴
兵
が
待
ち
受
け
て
お
り
、
進
学
先
も
県
内
に
制

限
さ
れ
て
い
た
た
め
、
多
数
の
県
内
の
中
学
卒
業
生
が
受
験
し
た
結

果
と
思
わ
れ
る
（
鳥
取
県
立
鳥
取
東
高
等
学
校
創
立
五
十
周
年
記
念

誌
編
集
委
員
会
編 

一
九
七
二
）。

　
　
　

三　

授
業
開
始
、
ま
も
な
く
終
戦

　

授
業
は
入
学
式
翌
日
か
ら
始
ま
り
七
月
二
七
（
二
五
）
日
ま
で
続

き
、
二
八
（
二
六
）
日
か
ら
八
月
六
（
一
二
）
日
ま
で
夏
休
み
で
、

八
（
一
三
）
日
か
ら
境
港
で
勤
労
動
員
が
始
ま
っ
た
（
米
子
医
学
専

門
学
校
校
友
会
雑
誌
部
編 

一
九
四
六
）。
括
弧
内
は
「
飛
鳥
」（
医

学
部
創
立
50
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
編 

一
九
九
五
ａ
）
に
掲

載
さ
れ
た
一
期
生
の
日
記
の
日
付
で
、校
友
会
雑
誌
と
多
少
異
な
る
。

　

終
戦
翌
日
八
月
一
六
日
に
、
下
田
校
長
は
学
生
に
次
の
訓
辞
を
授

け
た
（
米
子
医
学
専
門
学
校
校
友
会
雑
誌
部
編 

一
九
四
六
）。

…
我
々
は
絶
望
の
た
め
に
茫
然
自
失
の
状
態
に
あ
り
ま
す
。
…
絶
望

の
極
み
に
来
る
も
の
は
冷
静
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
す
る
心
構
え

と
し
て
は
、『
此
秋
は
雨
か
嵐
か
知
ら
ね
ど
も
今
日
の
務
め
の
田
草
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取
る
な
り
』
た
だ
こ
れ
あ
る
の
み
で
あ
り
ま
す
。
徒
に
前
途
を
憂
い

煩
う
の
愚
を
や
め
て
、
各
自
の
務
め
に
最
善
を
尽
く
さ
ん
の
み
で
あ

り
ま
す
。
ど
う
か
諸
君
、
…
自
暴
自
棄
に
陥
る
こ
と
な
く
、
矯
激
に

走
る
こ
と
な
く
、
…
学
生
の
本
分
に
従
っ
て
、
平
静
に
学
習
を
続
け

ら
れ
ん
こ
と
を
切
望
し
ま
す
。

　
　
　

Ⅱ　

終
戦
直
後
か
ら
米
子
医
科
大
学
併
設
ま
で

　

米
子
医
専
で
は
、終
戦
翌
日
の
八
月
一
六
日
か
ら
授
業
が
始
ま
り
、

冬
休
み
ま
で
休
む
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
、
下
田

校
長
は
教
職
員
に
対
す
る
昭
和
二
〇
年
一
二
月
二
二
日
の
歳
末
挨
拶

（
米
子
医
学
専
門
学
校
校
友
会
雑
誌
部
編 

一
九
四
六
）
の
中
で
次
の

よ
う
な
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
て
い
る
。

…
終
戦
と
同
時
に
授
業
停
止
を
続
け
、
或
い
は
同
盟
休
校
頻
出
す
る

と
い
う
様
な
混
乱
状
態
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
然
る
に
我
が
米
子
医

学
専
門
学
校
は
こ
の
社
会
の
混
乱
の
渦
中
に
あ
っ
て
極
め
て
冷
静
な

態
度
を
持
し
、
終
戦
後
も
一
日
も
休
ま
ず
授
業
を
続
け
て
来
た
の
で

あ
り
ま
し
て
、
私
は
こ
れ
を
大
い
な
る
誇
り
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
偏
に
教
職
員
各
位
が
こ
の
未
曾
有
の
重
大
時
局
に
お
い
て
も
常

に
平
静
を
失
わ
れ
る
こ
と
な
く
立
派
な
態
度
を
も
っ
て
職
務
に
精
励

せ
ら
れ
、
そ
の
沈
着
な
る
態
度
が
や
や
も
す
れ
ば
動
揺
せ
ん
と
す
る

学
生
に
範
を
示
す
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
お
蔭
で
あ
り
ま
し
て
、
今

日
こ
の
こ
と
を
特
に
皆
さ
ん
に
厚
く
お
礼
を
申
す
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

文
部
省
は
終
戦
直
後
か
ら
学
徒
動
員
解
除
や
軍
事
教
練
の
廃

止
、
集
団
疎
開
学
童
の
復
帰
な
ど
の
一
連
の
措
置
を
行
っ
た
。「
…

八
月
に
終
戦
を
迎
え
、
戦
後
の
経
済
的
に
大
変
な
時
期
に
数
十
名

の
転
出
者
が
あ
り
…
」
の
米
子
医
専
一
期
生
の
言
葉
（
山
根
一
誠 

二
〇
一
一
）
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
頃
に
は
経
済
的
困
窮
や
食
糧
難

の
た
め
学
業
継
続
が
困
難
で
、
大
学
や
高
等
専
門
学
校
、
教
員
養

成
学
校
な
ど
か
ら
の
退
学
者
が
全
国
的
に
増
加
し
た
。
一
方
、
昭

和
二
〇
年
一
〇
月
二
六
日
の
日
本
海
新
聞
に
「
米
子
医
専
転
入 

合

格
発
表
三
十
日
」
の
見
出
し
で
、「
官
立
米
子
医
専
で
は
お
医
者
さ

ん
に
な
ら
う
と
す
る
陸
海
軍
諸
学
校
生
徒
の
転
校
者
入
学
試
験
を

二
十
五
日
午
前
八
時
か
ら
同
校
で
行
っ
た
。
志
願
者
は
百
六
十
二
名

で
入
学
者
は
僅
々
十
名
と
い
う
こ
こ
に
も
苦
し
い
試
験
地
獄
を
現
出

し
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、
閉
校
と
な
っ
た
陸
海
軍
諸
学
校
や
外
地
学

校
に
在
籍
し
て
い
た
学
生
の
転
入
学
試
験
が
昭
和
二
〇
～
二
一
年
に

全
国
的
に
行
わ
れ
た
。
一
一
月
五
日
に
は
僅
々
十
名
の
転
入
学
生

入
学
式
が
挙
行
さ
れ
た
（
米
子
医
学
専
門
学
校
校
友
会
雑
誌
部
編 

一
九
四
六
）。

　

昭
和
二
〇
年
一
〇
月
二
日
に
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
執
行
の
た
めGH

Q
/

SCA
P

が
発
足
し
た
。
そ
の
中
に
、
防
疫
や
保
健
、
福
祉
、
衛
生
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行
政
等
を
担
当
す
る
公
衆
衛
生
福
祉
局
（Public H

ealth and 
W
elfare Section

：
以
下PH

W

と
略
）
や
教
育
行
政
を
担
当

す
る
民
間
情
報
教
育
局
（Civil Inform

ation and Education 
Section

：
以
下CIE

と
略
）
な
ど
が
置
か
れ
た
。
こ
れ
ら
二
組
織
、

中
で
もPH

W
が
中
心
と
な
っ
て
、医
学
教
育
の
改
革
が
行
わ
れ
た
。

　
　
　

一　

医
学
教
育
の
改
革

　

戦
前
か
ら
戦
時
中
に
か
け
て
官
公
私
立
の
臨
時
附
属
医
学
専
門
部

や
医
学
専
門
学
校
が
多
数
設
立
さ
れ
、
終
戦
時
に
は
国
内
に
六
九

校
（
大
学
一
八
校
、
専
門
学
校
三
三
校
、
附
属
医
学
専
門
部
一
八

校
）
の
医
学
校
が
あ
っ
た
（
坂
井
建
雄
ほ
か 
二
〇
一
〇
）。PH

W

は
、
医
学
校
の
過
剰
や
大
学
と
専
門
学
校
の
二
本
立
て
医
師
養
成
、

急
設
さ
れ
た
専
門
部
と
専
門
学
校
の
教
育
レ
ベ
ル
な
ど
を
憂
慮
し
、

昭
和
二
一
年
二
月
に
医
学
教
育
審
議
会 

（Council on M
edical 

Education

：
以
下CM

E

と
略
）
を
設
け
、
医
学
教
育
改
革
に
着

手
し
た
。
審
議
会
の
委
員
はPH

W

やCIE

、
文
部
省
、
厚
生
省
、

日
本
医
師
会
、
東
京
帝
国
大
学
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
（
橋
本

鉱
市 

二
〇
〇
八
ｂ
）。
そ
し
て
、
医
師
国
家
試
験
と
実
地
修
練
制
度

の
導
入
や
医
専
の
整
理
統
合
、
卒
前
の
医
学
教
育
の
改
善
な
ど
が
図

ら
れ
た
（
福
島
統 

二
〇
一
八
）。

　
　
　

（
一
）
医
師
国
家
試
験
と
実
地
修
練
制
度

　

本
邦
に
お
け
る
医
師
の
国
家
資
格
制
度
は
、
漢
方
医
が
大
半
で

あ
っ
た
明
治
初
期
に
西
洋
医
学
の
知
識
を
問
う
た
め
に
設
け
ら
れ

た
「
医
術
開
業
試
験
」
制
度
に
始
ま
る
。
文
字
通
り
開
業
資
格
取
得

の
た
め
の
試
験
制
度
で
あ
っ
た
。
大
正
期
に
な
り
、
医
師
養
成
機
関

が
次
第
に
整
備
さ
れ
、
開
業
資
格
は
学
校
卒
業
に
自
動
的
に
付
与
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
制
度
は
大
正
五
年
に
廃
止
と
な
っ
た
。
戦

時
下
の
昭
和
一
七
年
一
〇
月
二
七
日
に
「
国
民
医
療
法
施
行
令
」
が

公
布
さ
れ
、
医
師
と
歯
科
医
師
に
対
す
る
「
指
定
業
務
ノ
従
事
命

令
」
の
条
項
と
と
も
に
、
医
師
の
免
許
は
「
大
学
令
ニ
依
ル
大
学
ニ

於
イ
テ
医
学
ヲ
修
メ
学
士
ト
称
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
者
又
ハ
官
立
、
公

立
若
ハ
文
部
大
臣
ノ
指
定
シ
タ
ル
私
立
ノ
医
学
専
門
学
校
医
学
科
ヲ

卒
業
シ
タ
ル
者
ニ
シ
テ
一
年
以
上
診
療
ノ
修
練
ヲ
経
タ
ル
モ
ノ
」
に

与
え
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
家
資
格
と
し
て
医

師
免
許
を
規
定
す
る
制
度
は
無
く
、
医
師
の
質
保
証
は
医
師
養
成

機
関
に
依
存
し
て
い
た
（
酒
井
シ
ズ
ほ
か 

二
〇
一
〇
、
橋
本
鉱
市 

二
〇
〇
八
ａ
）。
こ
う
し
た
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、PH

W

は
最

初
に
医
師
国
家
試
験
と
実
地
修
練
制
度
の
導
入
を
図
っ
た
。

　
CM
E

で
の
討
議
を
経
た
後
、PH

W

次
い
でGH

Q
/SCA

P

の

了
承
を
得
て
、
昭
和
二
一
年
八
月
三
〇
日
に
勅
令
四
〇
二
号
で
も
っ

て
国
民
医
療
法
施
行
令
の
一
部
改
正
が
な
さ
れ
た
。「
第
一
条　

国

民
医
療
法
第
四
条
ノ
規
定
ニ
依
ル
医
師
ノ
免
許
ハ
医
師
国
家
試
験
ニ

合
格
シ
タ
ル
者
ニ
之
ヲ
與
フ
」
と
し
、
受
験
資
格
に
つ
い
て
「
大
学

令
ニ
依
ル
大
学
ニ
於
テ
医
学
ヲ
修
メ
学
士
ト
称
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
者
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又
ハ
官
立
、
公
立
若
ハ
文
部
大
臣
ノ
指
定
シ
タ
ル
私
立
ノ
医
学
専
門

学
校
医
学
科
ヲ
卒
業
シ
タ
ル
者
ニ
シ
テ
学
士
ト
称
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル

ニ
至
リ
タ
ル
後
又
ハ
卒
業
シ
タ
ル
後
命
令
ノ
定
ム
ル
所
ニ
依
リ
一
年

以
上
ノ
診
療
及
公
衆
衛
生
ニ
関
ス
ル
実
地
修
練
ヲ
経
タ
ル
モ
ノ
」
と

実
地
修
練
を
義
務
化
し
た
。

　

こ
の
勅
令
に
は
附
則
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
従
前
規
定
で
医
師
免
許

を
取
得
で
き
る
予
定
で
あ
っ
た
者
に
対
す
る
救
済
措
置
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
戦
時
中
の
「
歯
科
医
師
の
医
師
化
」
と

い
う
医
師
急
増
策
で
昭
和
二
〇
年
三
月
に
設
置
さ
れ
た
附
属
医
学
専

門
部
「
臨
時
科
」（
修
業
年
限
一
年
）
を
二
一
年
三
月
に
卒
業
し
た

歯
科
医
を
対
象
に
、
昭
和
二
一
年
一
一
月
に
医
師
国
家
試
験
が
初
め

て
行
わ
れ
た
（
金
子
譲
ほ
か 

二
〇
一
九
、
橋
本
鉱
市　

二
〇
〇
八

ｂ
）。
医
学
生
を
対
象
と
し
た
全
国
的
な
第
一
回
の
医
師
国
家
試
験

は
昭
和
二
二
年
五
月
に
行
わ
れ
た
（
坂
井
建
雄
ほ
か　

二
〇
一
〇
）。

　

昭
和
二
三
年
に
国
民
医
療
法
施
行
令
は
廃
止
さ
れ
、
医
師
や
歯
科

医
師
に
関
す
る
「
医
師
法
」、「
歯
科
医
師
法
」、
そ
し
て
医
療
機
関

に
関
す
る
「
医
療
法
」
な
ど
に
分
け
て
制
定
さ
れ
た
。
医
師
法
は
昭

和
二
三
年
七
月
三
〇
日
に
公
布
、
同
年
一
〇
月
二
七
日
に
施
行
さ
れ

た
。
国
家
試
験
と
実
地
修
練
に
関
す
る
部
分
は
「
第
二
条　

医
師
に

な
ろ
う
と
す
る
者
は
、
医
師
国
家
試
験
に
合
格
し
、
厚
生
大
臣
の
免

許
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
一
条　

医
師
国
家
試
験
は
左

の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
で
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
受
け
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
一　

文
部
大
臣
の
認
定
し
た
大
学
に
お
い
て
正
規
の
医

学
の
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
で
一
年
以
上
の
診
療
及
び
公
衆
衛

生
に
関
す
る
実
地
修
練
を
経
た
も
の
」
と
規
定
さ
れ
た
。
こ
れ
が
現

在
の
医
師
国
家
試
験
制
度
の
大
本
の
規
則
で
あ
る
。
な
お
、
実
地
修

練
制
度
は
当
初
よ
り
学
生
で
も
医
師
で
も
な
い
と
い
う
中
途
半
端
な

身
分
や
無
報
酬
な
ど
の
問
題
を
内
包
し
て
い
た
た
め
、
昭
和
四
三
年

に
廃
止
さ
れ
、
卒
業
直
後
に
医
師
国
家
試
験
受
験
が
可
能
と
な
り
、

臨
床
研
修
は
努
力
義
務
と
な
っ
た
（
厚
生
労
働
省 

「
医
師
臨
床
研
修

制
度
の
変
遷
」）。

　
　
　

（
二
）
医
専
並
び
に
医
専
在
学
生
の
措
置

　

比
較
的
短
期
間
で
ま
と
ま
っ
た
医
師
国
家
試
験
と
実
地
修
練
制
度

に
比
べ
て
、医
専
の
整
理
統
合
や
卒
前
医
学
教
育
な
ど
に
つ
い
て
は
、

PH
W

は
七
帝
国
大
学
と
六
官
立
医
大
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
た
臨

時
附
属
医
学
専
門
部
と
医
学
専
門
学
校
の
全
廃
や
医
学
教
育
七
年
制

な
ど
の
抜
本
的
改
革
を
構
想
し
て
い
た
。
片
や
文
部
省
は
、
臨
時
附

属
医
学
専
門
部
は
当
初
よ
り「
臨
時
」の
扱
い
で
廃
止
の
計
画
で
あ
っ

た
が
、
戦
時
中
の
急
設
医
専
に
つ
い
て
は
部
分
的
な
整
理
や
定
員
の

削
減
、
在
学
生
の
救
済
等
の
姑
息
的
な
対
応
を
考
え
て
い
た
た
め
、

CM
E

に
お
け
る
協
議
の
進
行
は
捗
々
し
く
は
な
か
っ
た
（
橋
本
鉱

市 

二
〇
〇
八
ｂ
）。

　

こ
の
た
め
、
文
部
省
はPH

W

と
は
別
に
軍
医
養
成
の
た
め
急
設

し
た
医
学
専
門
学
校
の
措
置
を
含
ん
だ
医
学
教
育
刷
新
改
善
策
（
内
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閣 
一
九
四
七
ａ
）
を
ま
と
め
て
い
た
。
昭
和
二
一
年
一
〇
月
七
日

に
は
、
田
中
耕
太
郎
文
部
大
臣
よ
り
「
医
学
教
育
を
刷
新
改
善
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
、
別
紙
医
学
教
育
刷
新
改
善
要
項
案
の
審
議
を
お

願
す
る
」
と
し
て
閣
議
請
議
さ
れ
て
い
る
。「
医
学
教
育
は
そ
の
学

校
卒
業
者
の
職
能
の
重
要
性
並
び
に
社
会
的
地
位
の
特
殊
性
等
に
鑑

み
教
育
の
制
度
及
内
容
の
全
般
に
亙
っ
て
根
本
的
な
刷
新
改
善
を
図

り
一
層
高
等
且
つ
充
実
し
た
教
育
を
行
ふ
必
要
が
あ
る
の
で
、
今
後

本
要
項
に
よ
っ
て
実
施
す
る
」
の
趣
旨
で
あ
っ
た
。
大
学
の
組
織
及

び
規
模
に
つ
い
て
、
校
地
、
校
舎
、
諸
設
備
、
講
座
、
教
員
、
学
生

定
員
等
に
関
し
て
基
準
を
定
め
て
、
視
学
委
員
が
視
察
し
、
そ
の
意

見
を
下
に
文
部
省
が
判
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
請
議
書
の
表
紙

に
「
廃
案
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
大
学
昇
格
の
可
能
性
の
あ
る
学

校
と
し
て
、「
学
部
施
設
を
充
実
さ
せ
て
大
学
昇
格
が
完
成
で
き
る

や
う
に
す
る
」
と
、
施
設
不
十
分
な
医
専
の
整
備
充
実
を
待
つ
と
い

う
救
済
措
置
を
含
ん
で
お
り
、GH

Q
/SCA

P

側
に
受
け
入
れ
ら
れ

な
か
っ
た
た
め
、
廃
案
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

昭
和
二
二
年
二
月
二
六
日
に
は
、
昭
和
二
一
年
度
か
ら
帝
国
大
学

と
官
立
大
学
の
附
属
臨
時
医
学
専
門
部
な
ど
の
生
徒
募
集
を
停
止
し

た
が
、
青
森
、
前
橋
、
松
本
、
米
子
、
徳
島
の
五
校
で
は
生
徒
募
集

を
継
続
さ
せ
て
お
り
、
こ
の
後
は
こ
の
五
校
を
医
科
大
学
に
昇
格
さ

せ
た
い
、
と
い
う
の
趣
旨
の
閣
議
決
定
（
内
閣 

一
九
四
七
ｂ
）
を

し
て
い
る
（
後
出
の
二
の
（
四
）（
ｃ
）
で
詳
述
）。

　

続
い
て
、
翌
昭
和
二
二
年
三
月
一
九
日
付
で
文
部
省
よ
り
終
戦
連

絡
中
央
事
務
局
を
通
し
てGH

Q
/SCA

P

宛
に
「
医
学
教
育
に
関
す

る
件
」
と
題
す
る
問
い
合
わ
せ
の
文
書
（
内
閣
官
房
内
閣
参
事
官
室 

一
九
四
七
）
が
出
さ
れ
た
。
そ
の
冒
頭
に
「
一
九
四
六
年
一
二
月

三
〇
日
にCIE

に
於
てCIE

及PH
W

の
係
官
、CM

E

の
代
表
者

並
に
文
部
省
係
官
の
間
に
医
学
専
門
学
校
の
在
学
生
の
処
置
に
つ
い

て
協
議
し
た
結
果
と
細
部
に
関
す
る
そ
の
後
の
協
議
の
結
果
と
そ
の

精
神
に
沿
ふ
若
干
の
修
正
を
次
の
通
り
総
合
了
解
（
原
文
の
ま
ま
）

す
る
が
間
違
い
な
い
か
」
と
、
協
議
会
の
構
成
と
文
書
内
容
の
決
定

に
至
る
経
緯
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
続
い
て
、
協
議
の
結
果
が
記
載

さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
全
文
を
紹
介
す
る
。

日
本
人
民
の
全
体
の
福
祉
の
為
に
日
本
医
学
教
育
を
充
実
向
上
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
か
る
観
点
か
ら
現
在
の
医
学
専
門
学
校
の

在
学
生
に
つ
い
て
次
の
措
置
を
執
る
こ
と
が
強
く
勧
奨
さ
れ
る
。

一
、
現
在
の
医
学
専
門
学
校
は
、
医
学
教
育
審
議
会
及
び
公
衆
衛
生

福
祉
部
係
官
の
忠
言
に
よ
り
文
部
省
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
医

学
視
学
委
員
会
に
よ
っ
て
Ａ
級
及
Ｂ
級
に
判
別
さ
れ
る
。

A.　

Ａ
級
は
官
立
大
学
附
属
医
学
専
門
部
（
若
干
の
例
外
を
除
く
）

及
之
と
同
等
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
も
の
と
す
る
。

B.　

Ｂ
級
は
右
に
及
ば
ざ
る
も
の
。

二
、 

Ａ
級
の
学
校
の
生
徒
は
第
四
学
年
終
了
後
更
に
一
カ
年
の
一
般
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教
養
と
若
干
の
基
礎
医
学
科
目
の
補
修
を
完
成
し
た
上
、
一
カ

年
の
実
地
修
練
の
後
医
師
免
許
国
家
試
験
を
う
け
る
資
格
が
與

え
ら
れ
る
。

三
、
Ｂ
級
校
の
生
徒
は
次
の
様
に
処
置
さ
れ
る
。

A.　

彼
等
は
試
験
の
上
、
高
等
学
校
又
は
同
程
度
の
大
学
予
科
に

転
校
が
許
さ
れ
る
。

　
　

こ
の
場
合
、

㈠
Ｂ
級
校
の
第
四
学
年
生
は
高
等
学
校
又
は
大
学
予
科
の
第
三
学

年
に
転
入
さ
れ
る
。

㈡
医
専
の
第
三
学
年
生
は
高
等
学
校
又
は
大
学
予
科
の
第
二
学
年

に
転
入
さ
れ
る
。

㈢
医
専
の
第
二
及
一
学
年
生
は
高
等
学
校
又
は
大
学
予
科
の
第
一

学
年
に
転
入
さ
れ
る
。

B.　

Ｂ
級
校
の
現
在
生
徒
は
一
九
四
七
年
四
月
以
降
試
験
の
上
、

Ａ
級
校
に
転
校
を
許
さ
れ
る
。
但
し
、
こ
の
場
合
は
転
入
す

べ
き
学
年
は
現
在
の
学
年
と
同
一
で
あ
る
。
即
ち
Ｂ
級
校
の

現
在
の
生
徒
は
一
九
四
七
年
四
月
進
級
す
る
予
定
の
学
年
よ

り
も
一
年
下
級
の
学
年
に
転
入
す
る
こ
と
に
な
る
。

四
、
現
在
五
年
制
度
の
医
学
中
Ａ
級
の
学
校
の
在
学
生
は
一
九
四
七

年
三
月
卒
業
を
許
可
さ
れ
る
。
そ
の
後
一
年
の
実
地
修
練
を
経

て
国
家
試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

文
部
省
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
医
学
教
育
刷
新
改
善
要
項
案
に
比

べ
て
、
傍
線
部
が
新
た
な
も
の
で
、
整
備
充
実
を
待
つ
と
い
う
猶
予

は
削
除
さ
れ
、
文
部
省
と
医
専
、
在
学
生
に
と
っ
て
厳
し
い
内
容
と

な
っ
て
い
る
。

　

続
い
て
、
昭
和
二
二
年
三
月
二
二
日
付
でGH

Q
/SCA

P

か
ら
文

部
省
の
示
し
た
医
学
教
育
の
暫
定
計
画
を
了
解
す
る
と
の
内
容
の
返

書
（
内
閣
官
房
内
閣
参
事
官
室 

一
九
四
七
）
が
あ
り
、
こ
れ
を
受

け
て
三
月
二
七
日
に
文
部
大
臣
が
閣
議
請
議
し
、
三
月
二
八
日
に
医

学
教
育
刷
新
改
善
要
項
（
内
閣 

一
九
四
七
ａ
）
が
閣
議
決
定
し
た
。

大
意
は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
が
、
医
学
の
学
校
は
昭
和
二
六
年
度
を
限

り
、
こ
れ
を
大
学
教
育
に
統
一
す
る
、
す
な
わ
ち
専
門
学
校
に
よ
る

医
学
教
育
を
廃
止
し
大
学
教
育
に
一
本
化
す
る
と
定
め
た
。さ
ら
に
、

医
学
専
門
学
校
に
対
し
て
は
、
学
校
の
組
織
や
規
模
等
の
基
準
の
ほ

か
に
、
在
校
生
徒
に
対
す
る
現
在
ま
で
の
教
育
の
実
状
を
調
査
し
一

定
の
標
準
に
従
い
こ
の
標
準
と
同
等
以
上
の
学
校
（
Ａ
級
）
と
、
こ

の
標
準
に
達
し
な
い
学
校
（
Ｂ
級
）
と
に
判
別
し
た
上
で
処
置
す
る

と
、
視
学
委
員
に
よ
る
「
現
在
ま
で
の
教
育
の
実
状
」
の
調
査
が
特

記
さ
れ
た
。

　

こ
の
半
年
に
わ
た
る
文
部
省
とGH

Q
/SCA

P

と
の
折
衝
の
間

の
昭
和
二
一
年
九
～
一
二
月
に
、PH

W

の
指
示
に
よ
り
全
国
の
医

専
の
視
学
委
員
に
よ
る
視
察
評
価
が
行
わ
れ
て
い
た
（
橋
本
鉱
市 

二
〇
〇
八
ｂ
）。
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そ
し
て
、
昭
和
二
二
年
三
月
二
九
日
文
部
省
で
開
か
れ
た
全
国
官

公
私
立
医
専
校
長
会
議
の
席
上
、
Ａ
、
Ｂ
の
判
定
結
果
が
公
表
さ
れ

た
（
日
本
医
事
新
報
社 

一
九
四
七
）。
山
梨
県
立
医
専
や
秋
田
県
立

女
子
医
専
、
高
知
県
立
女
子
医
専
な
ど
六
校
が
Ｂ
級
、
残
り
四
五
校

は
Ａ
級
と
判
定
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
Ａ
級
校
は
自
動
的
に
大
学
昇
格

と
い
う
保
証
で
は
な
く
、
判
定
結
果
に
続
い
て
「
大
学
昇
格
は
今
後

の
課
題
と
し
て
別
に
考
慮
さ
れ
る
」
と
保
留
さ
れ
た
。

　

昭
和
二
二
年
七
月
二
一
日
に
は
、
前
の
引
用
文
の
二
の
傍
線
部

の
「
一
カ
年
の
補
修
」
に
整
合
さ
せ
る
た
め
、
学
校
教
育
法
第
九
八

絛
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
医
学
専
門
学
校
の
修
学
年
限
を
五
年
に
変

更
（
昭
和
二
二
年
四
月
一
日
に
遡
っ
て
）
す
る
と
い
う
文
部
省
令
第

一
六
号
が
発
令
さ
れ
た
。

　
　
　

二　

米
子
医
専
の
状
況

　
　
　

（
一
）
米
子
医
専
の
存
廃
問
題

　

終
戦
に
よ
っ
て
軍
医
養
成
と
い
う
大
義
名
分
が
無
く
な
っ
た
た

め
、
米
子
医
専
は
廃
校
す
べ
し
と
言
う
声
が
米
子
市
民
の
間
に
上

が
っ
た
。
後
年
、
下
田
校
長
は
「
…
残
す
の
に
は
苦
労
し
ま
し
た
。

米
子
市
民
も
当
時
は
あ
ま
り
協
力
的
で
な
く
、
医
大
な
ど
米
子
に
い

ら
ぬ
、
隠
岐
島
に
で
も
移
せ
な
ど
と
い
う
人
も
あ
っ
た
位
で
す
」
と

語
っ
て
い
る
（
田
中
敬
一
・
山
内
義
正
編 

一
九
六
二
）。
ま
た
、
昭

和
二
一
年
四
月
二
九
日
の
日
本
海
新
聞
に
「
デ
マ
と
判
っ
た
米
子
医

専
廃
止
」
の
見
出
し
で
「
二
十
三
日
全
国
市
長
会
議
に
上
京
出
席
し

た
野
坂
米
子
市
長
は
二
十
七
日
帰
米
し
た
後
、
模
様
を
左
の
如
く

語
っ
た
。
…
米
子
市
医
専
（
原
文
の
ま
ま
）
は
廃
止
さ
れ
た
と
か
い

う
噂
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
当
局
は
『
そ
ん
な
こ
と
は
な

い
、
現
在
募
集
延
期
と
な
っ
て
い
る
が
何
時
頃
募
集
す
る
か
に
つ
い

て
言
明
で
き
な
い
が
、
募
集
基
準
の
も
っ
と
も
早
い
分
に
な
る
だ
ろ

う
』」
の
記
事
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
の
（
二
）
で
既
述
の
如
く
、

こ
の
時
点
で
は
医
専
の
措
置
に
つ
い
て
は
、CM

E

に
お
い
て
協
議

の
最
中
で
何
も
決
ま
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。
記
事
の
「
当
局
」
は
文

部
省
で
、
単
に
希
望
的
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
同

紙
昭
和
二
一
年
七
月
一
七
日
に
は
「
医
専
昇
格
反
対
」、
七
月
二
一

日
に
は
「
医
専
昇
格
賛
成
」
の
長
文
の
投
書
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

存
廃
は
当
時
の
市
井
に
お
け
る
大
き
な
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

　

こ
の
頃
、
松
本
医
専
で
は
存
続
に
向
け
て
文
部
省
と
協
議
を
重
ね

て
い
た
。
そ
の
内
容
が
昭
和
二
一
年
六
月
の
教
授
会
に
、「
文
部
省

と
し
て
は
医
専
は
大
学
に
昇
格
さ
せ
た
い
が
、
そ
れ
が
も
し
で
き
な

け
れ
ば
、
そ
の
医
専
は
廃
校
に
す
る
と
い
う
も
の
で
、
青
森
、
前
橋
、

松
本
、
米
子
、
徳
島
の
五
医
専
の
中
、
青
森
医
専
は
校
舎
は
国
民
学

校
を
用
い
、
附
属
病
院
は
焼
失
し
、
陸
軍
の
官
舎
を
病
院
と
せ
る
も

設
備
不
完
全
で
あ
り
、
前
橋
医
専
も
病
院
が
焼
失
、
徳
島
も
校
舎
と

病
院
が
罹
災
、
そ
の
意
味
で
は
松
本
と
米
子
両
医
専
が
比
較
的
有
利
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で
あ
る
」（
信
州
大
学
医
学
部
25
周
年
記
念
会
編 

一
九
六
九
ｃ
）
と

報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

米
子
市
は
終
戦
後
の
早
い
時
期
か
ら
医
専
を
「
米
子
市
に
建
設
せ

ら
れ
る
不
朽
の
施
設
」
と
位
置
づ
け
、
財
源
確
保
の
た
め
多
方
面
に

寄
附
の
依
頼
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
一
つ
、
昭
和
二
〇
年
一
〇
月

二
〇
日
付
の
米
子
市
長
斎
藤
干
城
名
の
入
学
生
の
父
兄
に
宛
て
た
依

頼
文
（
米
子
市
史
編
さ
ん
協
議
会
編 

二
〇
〇
六
）
を
紹
介
す
る
。

…
去
る
七
月
一
日
を
以
て
米
子
市
に
官
立
医
学
専
門
学
校
が
新
設
せ

ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
本
市
は
当
初
よ
り
全
面
的
積
極
の
賛
意

を
以
て
こ
れ
に
対
処
す
べ
く
文
部
当
局
の
指
示
に
従
っ
て
、
用
地

三
万
坪
、
義
方
国
民
学
校
、
精
華
女
子
商
業
学
校
並
び
に
官
舎
の
現

物
提
供
を
受
諾
し
こ
れ
が
経
費
と
し
て
先
ず
市
会
全
会
一
致
の
議
決

を
以
て
五
〇
万
円
の
市
債
を
起
こ
し
ま
し
た
が
、
予
算
計
画
に
対
し

て
は
な
お
相
当
の
不
足
を
生
じ
ま
す
と
こ
ろ
、
他
に
何
ら
財
源
の
求

む
べ
き
も
の
な
く
止
む
を
得
ず
一
般
の
寄
附
を
募
る
こ
と
と
致
し
た

の
で
あ
り
ま
す
。
惟
も
う
に
こ
の
官
立
医
専
の
設
置
た
る
も
と
よ
り

国
家
的
の
必
要
性
を
持
つ
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
地
方
的
に

見
て
も
、
そ
の
実
現
は
本
市
の
文
化
都
市
た
る
の
地
位
を
向
上
せ
し

め
て
、大
い
な
る
品
格
を
加
う
る
も
の
で
あ
り
、…
突
如
と
し
て
来
っ

た
地
方
発
展
の
鍵
を
が
っ
し
り
握
り
前
人
未
踏
の
扉
を
開
か
ね
ば
な

ら
ぬ
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
つ
い
て
は
、
時
局
柄
各
種
の
経
費
極

め
て
多
岐
に
渉
ら
せ
ら
れ
る
折
柄
で
は
あ
り
ま
す
が
、
米
子
市
に
建

設
せ
ら
れ
る
不
朽
の
施
設
に
対
し
何
卒
特
別
の
御
賛
意
御
寄
附
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
貴
台
は
直
接
市
民
で

は
な
い
お
方
で
あ
り
ま
す
が
、
本
校
創
始
の
際
に
御
入
校
の
栄
誉
を

担
わ
れ
た
機
縁
に
よ
り
、
愛
校
の
一
念
に
燃
え
立
た
れ
て
、
充
分
の

御
援
助
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

県
で
も
医
専
の
施
設
整
備
に
尽
力
し
た
模
様
が
、
昭
和
二
一
年
五

月
付
の
河
野
義
信
前
内
務
部
長
か
ら
矢
柴
信
雄
新
内
務
部
長
へ
の
引

継
書
（
鳥
取
県
庁
文
書 

一
九
四
六
）
に
残
さ
れ
て
い
る
。

…
開
校
は
昨
年
七
月
八
十
名
（
原
文
の
ま
ま
）
の
生
徒
を
入
学
せ
し

め
て
開
始
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
施
設
に
つ
い
て
は
終
戦
直
前
の

労
力
不
足
に
引
続
き
終
戦
後
の
混
乱
並
び
に
資
材
等
の
関
係
、
人
心

の
動
揺
等
の
悪
条
件
の
た
め
進
行
し
な
い
で
唯
一
部
校
舎
の
改
造
を

行
い
一
年
生
の
授
業
に
は
支
障
な
い
程
度
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
り

ま
す
が
、
本
年
に
入
っ
て
愈
々
本
格
的
に
施
設
の
完
備
を
取
進
め
た

い
と
考
え
、
先
ず
米
子
病
院
の
接
収
寄
付
金
の
募
集
に
努
力
し
て
ま

い
っ
た
次
第
で
あ
り
ま
し
て
、
種
々
困
難
な
る
事
態
も
発
生
し
た
の

で
あ
り
ま
す
が
、
三
月
に
至
り
病
院
の
接
収
契
約
は
終
了
し
五
月
末

迄
に
引
継
ぐ
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
又
寄
付
金
の
募
集
は
安
定
し

な
い
現
今
の
経
済
状
況
で
も
あ
り
特
に
工
場
方
面
の
操
業
停
止
等
の
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為
き
わ
め
て
困
難
で
は
あ
り
ま
す
が
、
現
在
予
定
額
の
半
額
程
度
迄

は
進
め
て
お
り
ま
し
て
、
今
後
更
に
努
力
を
要
す
る
点
で
あ
り
ま
す

が
、
諸
資
材
の
暴
騰
等
の
関
係
で
何
れ
不
可
能
な
る
寄
付
金
額
は
起

債
に
依
る
の
外
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
り
ま
す
。
又
米
子
医
専
は
何

れ
医
大
に
昇
格
せ
し
む
る
様
努
力
す
る
の
必
要
を
考
え
て
い
た
の
で

あ
り
ま
す
が
、
何
と
申
し
ま
し
て
も
施
設
の
完
備
は
早
急
に
進
め
る

必
要
を
痛
感
し
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

寄
付
は
町
村
に
も
求
め
ら
れ
て
い
た
模
様
で
、
昭
和
二
一
年
六
月

三
〇
日
の
日
本
海
新
聞
に
「
医
専
へ
の
寄
附 

日
野
郡
は
好
調
」
の

見
出
し
で
「
日
野
郡
に
お
け
る
米
子
医
専
の
寄
附
金
問
題
は
各
町

村
と
も
好
成
績
で
進
ん
で
い
る
が
、
篤
志
家
の
特
別
寄
附
金
と
し

て
大
口
の
も
の
に
は
近
藤
壽
一
郎
氏
一
万
五
千
円
、
木
下
太
郎
氏

一
万
三
千
円
、
入
澤
廉
氏
五
千
円
、
鷲
見
義
三
郎
氏
、
入
澤
輝
氏
、

妹
尾
栄
一
氏
各
二
千
円
で
あ
る
」
の
記
事
が
あ
る
（（
日
本
海
新
聞 

一
九
四
六
）。
寄
付
の
依
頼
主
は
県
で
、
依
頼
先
は
県
下
市
町
村
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　

（
二
）
財
団
法
人
米
子
病
院
の
米
子
医
専
へ
の
移
管

　

米
子
病
院
の
接
収
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
〇
年
一
二
月

の
通
常
県
会
に
お
け
る
質
疑
応
答
の
速
記
録
（
鳥
取
縣
議
会
編 

一
九
四
五
）
に
詳
し
い
。
松
田
昌
造
県
会
議
員
の
「
県
は
附
属
病
院

と
し
て
米
子
病
院
を
提
供
す
る
契
約
に
な
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
が
遅

れ
て
い
る
。
今
日
ま
で
の
経
過
を
説
明
願
い
た
い
」
と
い
う
質
問
に

対
し
て
、
河
野
義
信
内
務
部
長
が
次
の
返
答
を
し
て
い
る
。

本
年
（
（
（

の
四
月
に
米
子
病
院
の
当
事
者
、
そ
の
他
関
係
者
と
協
議
を
致

し
ま
し
て
七
月
一
日
の
医
専
開
設
と
同
時
に
こ
れ
を
医
専
に
接
収
す

る
よ
う
に
決
定
い
た
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
医
専
当
局
が
引

継
の
準
備
の
た
め
に
暫
く
こ
れ
を
延
期
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
申

し
出
で
が
あ
り
ま
し
て
、
九
月
に
接
収
す
る
と
い
う
こ
と
を
決
定
致

し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
所
が
そ
の
後
終
戦
と
い
う
事
実
に
依
り
ま
し

て
、
い
ろ
い
ろ
な
事
情
が
発
生
い
た
し
ま
し
て
、
今
日
ま
で
延
引
し

て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
県
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
既
定
方
針
通

り
こ
れ
を
接
収
す
る
こ
と
を
速
や
か
に
し
て
行
き
た
い
と
い
う
風
に

考
え
て
い
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
い
ろ
い
ろ
な
事
情
」
と
は
、「
米
子
医
専
は
軍
部
の
要
請
で
つ
く

ら
れ
た
軍
医
の
学
校
だ
。
そ
の
た
め
わ
れ
わ
れ
の
米
子
病
院
は
強
制

的
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。
戦
争
が
す
ん
だ
今
日
、
米
子
病
院
は
郡
民

に
返
せ
。
国
に
出
す
の
は
反
対
で
あ
る
」
と
い
う
米
子
病
院
関
係
者

の
声
が
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
（
鶴
田
憲
次 

一
九
七
〇
）。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
県
は
知
事
を
筆
頭
に
米
子
病
院
側
と
協
議
、
懇

請
を
重
ね
、
昭
和
二
一
年
三
月
三
一
日
に
県
知
事
林
敬
三（
（1
（

と
財
団
法

人
米
子
病
院
理
事
長
中
村
辰
雄
と
の
間
で
、
米
子
病
院
を
医
学
専
門
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学
校
附
属
病
院
と
し
、
同
年
六
月
一
日
付
で
移
管
す
る
こ
と
で
合
意

調
印
し
た
（
米
子
市
編 

一
九
八
八
）。
翌
日
四
月
一
日
の
日
本
海
新

聞
に
は
「
米
子
病
院
を
医
専
が
接
収
」
の
見
出
し
の
下
に
「
米
子
医

学
専
門
学
校
の
財
団
法
人
米
子
病
院
接
収
問
題
は
四
月
か
ら
県
当
局

が
中
心
と
な
り
折
衝
中
の
所
、
戦
争
の
た
め
一
時
中
止
と
な
っ
て
い

た
が
、
終
戦
以
来
本
格
的
な
折
衝
が
開
始
さ
れ
、
病
院
の
評
議
員
会

に
お
い
て
も
医
学
の
向
上
に
貢
献
せ
ん
と
の
熱
意
か
ら
無
償
呈
上
の

動
議
な
り
、
三
十
一
日
午
前
十
一
時
か
ら
西
伯
地
方
事
務
所
議
場
に

評
議
員
会
を
開
き
林
知
事
と
の
間
に
そ
の
折
衝
調
印
式
を
挙
げ
た
」

の
記
事
が
あ
る
。
正
式
な
移
管
日
は
昭
和
二
一
年
六
月
一
日
で
あ
っ

た
。
同
年
七
月
一
〇
日
発
行
の
米
子
医
学
専
門
学
校
校
友
会
雑
誌
第

一
号
（
米
子
医
学
専
門
学
校
校
友
会
雑
誌
部
編 
一
九
四
六
）
の
巻

末
広
告
に
、
当
時
の
診
療
科
目
や
診
療
時
間
が
記
さ
れ
て
い
る
（
図

２
）。

　

同
じ
頃
、
昭
和
二
一
年
四
月
九
日
付
で
鳥
取
県
内
務
部
長
よ
り
米

子
市
長
へ
「
目
下
、
米
子
市
立
図
書
館（
（1
（

と
し
て
ご
使
用
中
の
県
有
建

物
は
米
子
医
学
専
門
学
校
創
設
に
伴
い
こ
れ
を
同
校
施
設
の
一
部
と

し
て
計
画
中
の
所
、
ご
承
知
の
如
く
急
速
に
学
校
施
設
を
完
備
す
る

必
要
に
差
迫
ら
れ
候
に
つ
い
て
は
近
々
同
建
物
の
修
繕
改
造
に
着
手

致
し
た
く
、
は
な
は
だ
恐
縮
と
は
存
じ
候
ら
え
ど
も
、
市
内
適
当
な

る
場
所
を
ご
選
定
の
上
図
書
館
の
移
転
方
ご
配
慮
相
煩
わ
せ
た
く
こ

の
度
及
び
依
頼
候
な
り
」
の
依
頼
文
が
発
出
さ
れ
て
い
る
（
米
子
市

史
編
さ
ん
協
議
会
編 

二
〇
〇
六
）。
県
は
医
専
の
存
続
に
関
し
て
危

機
感
を
抱
き
、
施
設
整
備
を
急
い
で
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
　
　

（
三
）
昭
和
二
一
年
度
入
試
と
男
女
共
学
開
始

　

昭
和
二
一
年
初
め
に
は
医
専
の
措
置
方
針
は
決
ま
っ
て
い
な
か
っ

た
た
め
、
昭
和
二
一
年
四
月
二
九
日
の
日
本
海
新
聞
の
「
デ
マ
と

判
っ
た
米
子
医
専
廃
止
」
に
紹
介
し
た
よ
う
に
文
部
省
は
官
立
医
専

の
二
一
年
度
入
学
の
生
徒
募
集
を
止
め
て
い
た
。
そ
の
あ
た
り
の
事

情
は
昭
和
二
一
年
三
月
三
一
日
の
日
本
海
新
聞
に
詳
し
い
。

米
子
医
学
専
門
学
校
で
は
三
月
十
五
日
か
ら
生
徒
募
集
の
予
定
の
と

こ
ろ
、
本
省
の
指
示
に
も
と
づ
き
こ
れ
を
停
止
、
目
下
当
局
で
折
衝

中
で
あ
る
が
、
右
は
文
部
省
の
方
針
と
し
て
戦
災
校
並
び
に
二
十
年

図２  雑誌第１号の巻末広告

附属医院は昭和 21 年６月に米子医
専に移管された直後で、括弧内に旧
病院名が記載されている。
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度
新
設
の
専
門
校
に
対
し
て
一
律
に
生
徒
募
集
を
指
示
し
た
た
め
で

あ
り
、
そ
の
後
本
省
に
お
い
て
も
種
々
検
討
の
結
果
、
米
子
医
専
の

如
き
は
設
備
そ
の
他
を
充
実
し
、
か
え
っ
て
戦
災
地
の
医
専
を
も
こ

れ
に
併
設
す
る
程
の
内
容
を
存
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

の
で
、
近
く
官
報
を
も
っ
て
こ
の
旨
を
発
表
す
る
は
ず
で
あ
り
、
大

体
募
集
開
始
は
五
月
の
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
と
と
も
に
同
校
で
は
学

則
を
改
正
し
て
新
学
期
か
ら
女
子
の
入
学
も
許
可
す
る
よ
う
計
画
中

で
、
男
子
は
八
十
名
、
女
子
は
二
十
名
募
集
の
見
込
み
で
あ
る
。
ま

た
外
地
各
医
専
の
引
上
学
生
に
対
し
て
は
、
四
月
十
五
日
ま
で
に
在

学
証
明
、
戸
籍
謄
本
と
と
も
に
転
校
願
書
を
提
出
す
れ
ば
、
人
物
考

査
の
上
編
入
せ
し
め
る
は
ず
で
あ
る
。

　

そ
の
官
報
は
昭
和
二
一
年
四
月
一
日
付
の
も
の
で
、
勅
令
第

二
一
〇
号
官
立
専
門
学
校
官
制
が
公
布
、
施
行
さ
れ
て
い
る
。
米
子

医
専
や
鳥
取
高
等
農
林
専
門
学
校
を
含
め
た
六
七
の
専
門
学
校
が
規

定
さ
れ
、
第
六
条
で
医
専
に
お
い
て
は
附
属
医
院
を
置
き
、
医
院
に

は
文
部
教
官
教
授
の
医
院
長
や
文
部
技
官
を
置
く
と
定
め
ら
れ
た
。

　

こ
の
記
事
の
「
新
学
期
か
ら
女
子
の
入
学
も
許
可
す
る
よ
う
計
画

中
で
」
と
あ
る
よ
う
に
、
米
子
医
専
は
昭
和
二
一
年
四
月
八
日
付
で

「
学
科
目
及
び
授
業
時
間
の
一
部
変
更
と
入
学
資
格
に
高
等
女
学
校

卒
業
者
を
加
え
る
」と
い
う
学
校
規
則
の
改
正
を
文
部
省
に
申
請
し
、

文
部
省
は
こ
れ
を
許
可
し
た
（
文
部
省
学
校
教
育
局 

一
九
四
六
、

図
３
）。

　

以
後
の
経
過
は
、
日
本
海
新
聞
に
詳
し
く
残
さ
れ
て
い
た
。
昭
和

二
一
年
五
月
九
日
に
は
「
今
年
か
ら
男
女
共
学 

女
医
養
成
に
米
子

医
専
の
断
」
の
見
出
し
で
、
試
験
の
日
程
や
男
女
共
学
の
目
的
な
ど

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

学
則
改
善
の
た
め
生
徒
募
集
延
期
中
の
米
子
医
学
専
門
学
校
で
は
十

日
か
ら
願
書
受
付
を
開
始
す
る
が
、
募
集
人
員
は
四
十
名
で
、
第
一

図３  米子医学専門学校規則中改正許可

「直轄学校学則中改正ノ件」と題する起案文。右端
に裁決定四月二十三日、発送五月十六日とある。
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次
試
験
は
書
面
銓
衡
の
上
六
月
十
三
、四
日
よ
り
行
う
。
同
校
は
今

回
か
ら
全
国
最
初
の
男
女
共
学
制
の
英
断
に
出
る
が
、
右
に
つ
き
下

田
校
長
は
語
る
。
最
も
重
要
な
国
民
保
健
の
問
題
に
医
師
の
持
つ
役

割
は
重
要
で
あ
る
が
、学
校
で
男
子
の
医
師
を
い
く
ら
養
成
し
て
も
、

そ
の
大
部
分
は
都
会
に
出
て
行
く
の
で
、
こ
れ
を
防
止
す
る
た
め
移

動
性
の
少
な
い
女
医
を
養
成
し
各
自
の
出
身
地
で
開
業
を
さ
せ
る
べ

く
、
か
ね
て
文
部
省
と
交
渉
中
だ
っ
た
も
の
で
、
今
回
全
国
最
初
の

医
専
男
女
共
学
が
認
可
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

昭
和
二
二
年
度
文
部
省
第
七
五
年
報
の
官
立
医
専
の
在
籍
学
生
数

一
覧
（
文
部
省 

一
九
七
九
ｄ
）
に
は
、昭
和
二
一
年
度
入
学
者
の
中
、

東
京
医
歯
専
、
松
本
医
専
、
徳
島
医
専
に
女
子
の
在
籍
は
無
く
、
前

橋
医
専
、
青
森
医
専
、
米
子
医
専
に
そ
れ
ぞ
れ
一
、三
、四
人
の
女
子

が
在
籍
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
三
校
が
男
女
共
学
を
始
め
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
前
橋
医
専
の
後
身
で
あ
る
群
馬
大
学
医
学
部
の
同
窓

会
名
簿
に
は
昭
和
二
六
年
卒
業
の
四
期
生
（
名
簿
に
は
「
医
専
四
回
」

と
表
記
さ
れ
て
い
る
）
に
一
名
の
女
子
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
青
森

医
専
の
後
身
で
あ
る
弘
前
大
学
医
学
部
の
同
窓
会
に
問
い
合
わ
せ
た

と
こ
ろ
、
昭
和
二
六
年
卒
業
の
三
期
生
に
二
名
の
女
子
が
い
た
と
の

回
答
を
得
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
在
籍
学
生
数
一
覧
に
は
昭
和
二
〇
年
度
入
学
者

に
つ
い
て
も
、
前
橋
医
専
と
米
子
医
専
に
そ
れ
ぞ
れ
七
、一
名
の
女

子
が
在
籍
し
て
い
た
と
あ
る
。
群
馬
大
学
医
学
部
の
同
窓
会
名
簿
に

は
医
専
一
～
四
回
と
表
記
さ
れ
た
昭
和
二
三
～
二
六
年
の
卒
業
生
の

氏
名
と
現
住
所
な
ど
が
記
載
さ
れ
、
女
子
の
氏
名
の
頭
に
は
〇
印
が

付
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
各
卒
業
年
度
の
女
子
は
〇
、四
、

五
、一
名
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
女
子
学
生
が
昭
和
一
九
年
度
に
は

四
名
が
、
二
〇
年
度
に
は
合
わ
せ
て
九
名
が
在
学
し
て
い
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
米
子
医
専
の
一
名
に
つ
い
て
は
、
米
子
医
専
一
期
生

に
問
合
せ
た
と
こ
ろ
「
一
期
生
に
女
子
学
生
は
一
名
在
学
し
て
い
ま

し
た
。
二
学
年
で
退
学
さ
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
」
と
の
回
答
（
入

江
宏
一 

二
〇
一
九
）
や
同
じ
く
一
期
生
の
「『
君
の
学
校
は
男
女
共

学
だ
そ
う
だ
が
ど
ん
な
具
合
だ
』と
私
は
よ
く
友
に
聞
か
れ
る
。『
さ

あ
ね
』
と
答
え
る
よ
り
外
は
な
い
。
百
三
十
名
の
中
に
女
の
学
生
は

唯
一
名
、
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
も
め
っ
た
に
な
く
…
」
の
文
章
（
米

子
医
学
専
門
学
校
校
友
会
雑
誌
部
編 

一
九
四
七
）
か
ら
女
子
学
生

一
名
の
在
籍
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。
文
部
省
の
在
籍
学
生
数
一
覧

と
各
校
の
同
窓
会
名
簿
の
数
の
不
一
致
は
、
一
覧
は
昭
和
二
二
年
度

の
数
で
名
簿
は
卒
業
時
の
数
で
あ
り
、
卒
業
ま
で
に
転
校
や
退
学
に

よ
っ
て
減
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
昭
和
二
〇
年
度
以
前
の
入
学
資

格
に
関
し
て
は
官
立
医
専
全
校
と
も
旧
制
中
学
校
卒
業
で
あ
り
、
女

子
の
入
学
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。

　

続
い
て
、
昭
和
二
一
年
五
月
二
八
日
に
は
「
米
子
医
専
願
書
殺
到 

女
子
も
交
る
応
募
十
三
倍
半
に
上
る
」
の
見
出
し
で
、
次
の
よ
う
な
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記
事
が
あ
る
。

十
日
か
ら
入
学
願
書
受
付
を
開
始
し
た
米
子
医
学
専
門
学
校
で
は

二
十
五
日
で
締
切
っ
た
が
、
同
日
付
の
願
書
は
二
十
七
日
も
殺
到
。

今
ま
で
受
付
け
た
願
書
は
募
集
人
数
四
十
名
に
対
し
約
十
三
倍
半
の

五
百
三
十
九
名
（
中
女
子
四
十
一
名
）
で
、
な
お
二
十
五
日
付
未
処

理
の
も
の
が
二
百
余
通
で
あ
っ
て
試
験
地
獄
は
早
く
も
展
開
さ
れ
ん

と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
を
地
方
別
に
見
る
と
遠
く
九
州
、
関
東
か

ら
の
応
募
者
も
相
当
あ
る
が
、
主
と
し
て
鳥
取
、
島
根
の
両
県
が
圧

倒
的
で
あ
る
。
第
一
次
銓
衡
は
書
類
銓
衡
で
六
月
一
日
発
表
、
第
二

次
試
験
は
十
三
、四
の
両
日
実
施
す
る
。

　

そ
し
て
、
六
月
四
日
の
記
事
に
、「
米
子
医
専
第
一
次
合
格
者
二

百
三
十
名
」
の
見
出
し
で
、「
米
子
医
専
の
応
募
者
は
募
集
人
員

の
約
十
七
・
七
倍
の
七
百
余
名
（
内
女
子
百
十
名
）
で
あ
っ
た
が
、

書
類
銓
衡
の
結
果
、
第
一
次
合
格
者
は
応
募
者
の
三
分
の
一
で

二
百
三
十
名
（
内
女
子
三
十
二
名
）
で
あ
っ
た
」
と
あ
る
。
最
終
の

入
学
者
数
は
、
鳥
取
大
学
三
十
年
史
（
鳥
取
大
学
創
立
30
周
年
記
念

史
編
集
・
刊
行
委
員
会
編 

一
九
八
三
ｂ
）
に
は
八
〇
名
と
あ
る
。

　

昭
和
二
一
年
三
月
三
一
日
と
五
月
九
日
の
記
事
に
あ
る
募
集
数

（
男
子
八
十
名
、
女
子
二
十
名
と
四
十
名
）
と
最
終
的
な
入
学
者
数

（
八
〇
名
）
に
は
大
き
な
不
整
合
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
四
月
一
日
付
官

報
で
官
立
専
門
学
校
は
継
続
す
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
も
の
の
、
入
学

定
員
な
ど
の
細
部
の
決
定
に
当
た
っ
て
、
医
師
養
成
数
の
削
減
を
求

め
るPH

W

と
の
協
議
の
中
で
二
転
三
転
し
た
た
め
と
推
測
さ
れ
る
。

　

女
子
入
学
者
数
に
つ
い
て
は
鳥
取
大
学
三
十
年
史
に
は
三
名
と
あ

る
が
、「
飛
鳥
」
に
は
入
学
時
五
名
で
「
途
中
で
転
校
し
た
」
と
の

記
載
（
医
学
部
創
立
50
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
編 

一
九
九
五

ｂ
）
が
あ
り
、
二
名
が
転
校
し
卒
業
時
に
三
名
に
な
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
入
学
式
は
七
月
一
日
、
創
立
一
周
年
記
念
式
典

と
同
日
に
行
わ
れ
た
（
米
子
医
学
専
門
学
校
校
友
会
雑
誌
部
編 

一
九
四
七
）。

　
　
　

（
四
）
米
子
医
専
の
施
設
整
備
と
存
廃
の
審
査

　

米
子
医
専
の
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、「
美
保
航
空
隊
建
物
移
築

状
況
調
査
書
」
に
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
資
料
は
、
表
題

と
「
昭
和
二
十
五
年
三
月
七
日
作
成　

鳥
取
大
学
医
学
部
」
と
書
か

れ
た
表
紙
、
そ
し
て
「
一 

関
係
者
」、「
二 

移
築
使
用
仮
認
可
に
至

る
迄
の
経
過
」、「
三 

移
築
の
実
施
」、「
四 

建
物
所
管
換
に
関
す
る

事
務
の
進
捗
状
況
」
の
四
章
で
構
成
さ
れ
た
一
八
頁
の
、
紙
縒
り
で

綴
じ
ら
れ
た
小
冊
子
で
、
原
本
の
一
冊
の
み
が
鳥
取
大
学
医
学
部
同

窓
会
（
鳥
取
県
米
子
市
西
町
八
八

－

二
）
書
庫
に
残
さ
れ
て
い
た
。

終
戦
直
後
か
ら
昭
和
二
五
年
三
月
ま
で
施
設
整
備
の
経
緯
を
学
内
用

の
覚
え
と
し
て
残
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
に
周
年
誌

や
同
窓
会
誌
に
紹
介
さ
れ
た
形
跡
は
見
当
た
ら
な
い
。
後
述
の
医
大

昇
格
要
件
と
し
て
必
須
の
建
物
の
整
備
経
過
を
記
し
た
資
料
で
あ
る
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（
図
４
）。

　

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
昭
和
二
〇
年
一
〇
月
に
文
部
省
よ
り
旧
陸
海
軍

施
設
を
学
校
に
管
理
換
の
希
望
が
あ
れ
ば
、
申
請
す
べ
し
と
の
連
絡

が
米
子
医
専
に
あ
り
、
西
町
の
狭
隘
な
敷
地
及
び
校
舎
で
は
発
展
の

余
地
は
無
い
た
め
米
子
市
北
方
約
一
二
キ
ロ
西
伯
郡
大
篠
津
村
地
内

に
あ
る
旧
第
一
美
保
海
軍
航
空
隊
の
敷
地
及
び
建
物
の
管
理
換
え
の

申
請
を
し
た
。
翌
一
一
月
文
部
省
学
校
教
育
局
長
よ
り
申
請
通
り
同

航
空
隊
の
使
用
を
米
子
医
専
に
決
定
し
た
旨
の
通
知
を
受
け
た
。
日

本
海
新
聞
は
一
一
月
二
九
日
付
で
「
美
保
は
米
子
医
専
へ 

大
篠
津

は
鳥
取
師
範
に
交
付 

飛
行
場
転
用
」
と
「
米
子
医
専
移
転 

マ
司
令

部（
（1
（

へ
申
請
」、
一
二
月
五
日
付
で
「
研
究
室
を
美
保
へ 

米
子
医
専
移

転
準
備
進
む
」
の
見
出
し
で
、
美
保
航
空
隊
の
使
用
決
定
の
記
事
を

掲
載
し
て
い
る
。
し
か
し
、GH

Q
/SCA

P

の
許
可
が
得
ら
れ
な
か
っ

た
た
め
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
が
、
移
転
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
翌

二
一
年
九
月
に
文
部
省
大
臣
官
房
会
計
課
長
よ
り
旧
軍
施
設
の
管
理

換
え
の
伺
い
を
提
出
す
る
よ
う
に
と
の
通
知
を
受
け
た
が
、
昭
和

二
一
年
六
月
に
隣
接
の
米
子
病
院
を
附
属
病
院
と
し
て
移
管
を
受
け

て
い
た
の
で
、
校
舎
の
み
移
転
し
て
も
病
院
と
は
遠
く
な
り
、
教
育

そ
の
他
に
多
大
な
不
便
が
あ
る
た
め
、
ま
た
校
舎
と
し
て
使
用
す
る

た
め
の
改
修
費
用
は
多
額
で
鳥
取
県
に
そ
の
負
担
能
力
は
な
か
っ
た

た
め
、
当
初
の
計
画
を
変
更
し
て
、
必
要
な
建
物
の
移
築
を
希
望
す

る
と
の
調
書
を
提
出
し
て
い
る
。
文
部
省
に
よ
る
数
度
に
わ
た
る
管

図４  美保航空隊建物移築状況調査書の表紙（部分）と第１頁の関係者（左）

下田校長、池田事務部長、西尾知事、南副知事、山本教育民生部長などの名前が見られる。
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理
換
え
申
請
の
働
き
か
け
は
、
文
部
省
の
米
子
医
専
を
存
続
さ
せ
た

い
と
い
う
意
向
の
表
れ
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

　
　
　

（
ａ
）
米
子
医
専
存
廃
の
審
査

　

前
述
の
よ
う
に
、
医
専
並
び
に
医
専
在
学
生
の
措
置
に
関
す
る
結

論
を
急
い
で
い
たPH

W

は
昭
和
二
一
年
秋
に
視
学
委
員
に
よ
る
全

国
医
専
の
視
察
評
価
を
行
っ
て
い
た
。
松
本
医
専
へ
は
昭
和
二
一
年

一
一
月
四
、五
日
（
信
州
大
学
医
学
部
25
周
年
記
念
会
編 

一
九
六
九

ｄ
）
に
、
徳
島
医
専
へ
は
昭
和
二
一
年
（
月
日
の
記
載
は
な
い
）
に

視
学
委
員
の
視
察
が
あ
っ
た
（
徳
島
大
学
50
年
史
編
集
委
員
会
編 

二
〇
〇
〇
ｂ
）。
青
森
医
専
へ
は
昭
和
二
一
年
一
〇
月
一
二
、一
三
日

に
行
わ
れ
、
空
襲
に
よ
り
附
属
病
院
と
寄
宿
舎
が
焼
失
し
て
い
た
た

め
昭
和
二
二
年
一
月
一
五
日
に
Ｂ
級
と
判
定
さ
れ
て
い
る
（
弘
前
大

学
医
学
部
五
十
年
史
編
集
委
員
会
編 

一
九
九
四
）。

　

米
子
に
は
、
昭
和
二
一
年
一
一
月
一
三
、一
四
日
に
草
間
良
男
慶

応
大
学
教
授
と
上
野
一
誠
金
沢
医
科
大
学
教
授
の
来
校
が
あ
っ
た
。

昭
和
二
一
年
一
一
月
一
五
日
の
日
本
海
新
聞
に
「
問
題
は
施
設
の
拡

充 

完
備
す
れ
ば
大
学
に
昇
格
」
の
見
出
し
で
視
察
の
講
評
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

米
子
医
専
の
大
学
昇
格
問
題
に
つ
い
て
同
校
視
察
中
の
文
部
省
視
学

委
員
草
間
慶
大
、
上
野
金
沢
医
大
両
教
授
は
十
四
日
元
海
軍
美
保
航

空
隊
の
建
物
を
視
察
、
附
属
病
院
に
改
築
の
適
否
を
調
査
し
た
。
林

知
事
、
鶴
田
県
教
学
課
長
は
来
米
、
同
市
皆
生
温
泉
東
光
園
で
野
坂

米
子
市
長
、
遠
藤
市
会
議
長
、
下
田
医
専
校
長
ら
と
視
学
委
員
を
囲

み
昇
格
問
題
に
つ
き
懇
談
し
た
。
草
間
、上
野
両
視
学
委
員
は
語
る
。

医
学
教
育
の
目
的
を
達
す
る
に
は
十
分
な
施
設
が
な
け
れ
ば
大
学
に

昇
格
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
そ
の
点
、
米
子
医
専
は
さ
き
に
誕
生

し
た
ば
か
り
で
、
赤
ん
坊
に
歩
け
と
い
う
が
如
き
で
、
諸
施
設
の
完

備
を
求
め
る
の
は
無
理
で
あ
り
将
来
に
期
待
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
特

に
現
在
の
附
属
病
院
は
医
学
研
究
の
立
場
か
ら
見
て
不
充
分
で
あ
る

が
、
元
海
軍
美
保
航
空
隊
の
建
物
は
非
常
に
立
派
な
も
の
で
、
も
し

連
合
軍
（
原
文
の
ま
ま
）
の
好
意
に
よ
り
こ
れ
を
米
子
市
内
に
移
し

て
病
院
に
改
築
す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
申
分
な
い
。
要
す
る
に
医
科

大
学
は
立
派
な
お
医
者
さ
ん
を
教
育
す
る
と
い
う
の
が
第
一
の
目
的

で
、
地
元
に
熱
意
あ
れ
ば
、
昇
格
問
題
は
自
ら
解
決
す
る
も
の
と
思

う
。

　

美
保
航
空
隊
建
物
移
築
状
況
調
査
書
に
は
「
到
底
現
存
の
設
備
で

は
大
学
昇
格
は
困
難
に
つ
き
、
本
館
、
外
来
診
療
所
、
臨
床
講
堂
そ

の
他
の
施
設
を
新
設
し
な
け
れ
ば
認
め
難
き
旨
の
指
示
を
受
け
た
」

と
傍
線
の
必
須
三
施
設
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。

　

続
い
て
、
美
保
航
空
隊
建
物
移
築
状
況
調
査
書
に
は
、
こ
れ
に
対

応
す
る
た
め
米
子
医
専
、
鳥
取
県
、
米
子
市
の
三
者
の
首
脳
協
議
が

行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
諸
要
件
を
充
足
し
大
学
昇
格
の
た
め
、
米
子
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医
専
は
昭
和
二
二
年
初
め
に
撤
退
し
た
連
合
国
軍
に
代
わ
っ
て
管
理

し
て
い
た
広
島
財
務
局
に
元
海
軍
美
保
航
空
隊
建
物
の
移
築
の
た
め

の
管
理
換
え
を
要
求
し
、
米
子
市
は
土
地
を
提
供
し
、
鳥
取
県
は
移

築
工
事
費
を
負
担
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
（
鳥

取
大
学
医
学
部
編 
一
九
五
〇
）。

　
　
　

（
ｂ
）
米
子
医
専
大
学
昇
格
期
成
同
盟
の
結
成

　

昭
和
二
二
年
に
な
っ
て
、
全
県
で
一
本
化
し
た
大
学
昇
格
期
成
同

盟
が
県
議
会
と
米
子
市
で
結
成
さ
れ
た
。
昭
和
二
二
年
二
月
六
日
の

日
本
海
新
聞
に
は
「
大
学
昇
格
は
ゼ
ヒ
必
要 

期
成
同
盟
を
結
成
・

猛
運
動
」
の
見
出
し
で
次
の
記
事
が
見
ら
れ
る
。

新
学
制
の
実
施
と
と
も
に
大
学
昇
格
か
廃
止
か
の
岐
路
に
立
っ
て
い

る
米
子
医
専
の
問
題
は
、
県
民
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
同

校
の
設
置
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
県
下
の
衛
生
思
想
な
ら
び
に
施

設
、
診
療
の
恩
恵
は
多
大
な
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
を
廃
止
さ
れ
る
こ

と
は
本
県
は
も
ち
ろ
ん
山
陰
の
衛
生
問
題
に
相
当
な
暗
影
を
投
げ
か

け
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
民
間
有
志
の
間
で
大
学
昇
格
運
動
が
行
わ

れ
て
き
た
が
、
こ
れ
を
一
本
に
し
て
強
大
な
運
動
を
展
開
す
べ
く
米

子
医
専
大
学
昇
格
期
成
同
盟
が
県
下
の
政
治
、
産
業
、
教
育
、
文
化

な
ど
各
界
の
人
々
を
網
羅
し
て
結
成
、
県
当
局
に
呼
応
し
て
民
間
の

猛
運
動
を
起
こ
す
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
準
備
会
は
四
日
県
議
会

室
で
開
か
れ
た
。
期
成
同
盟
の
会
長
に
田
中
県
会
議
長
、
副
会
長
に

野
坂
米
子
市
長
、
遠
藤
同
市
会
議
長
が
あ
た
り
、
役
員
に
は
本
県
出

身
貴
衆
議
院
議
員
は
じ
め
県
議
、
実
業
家
、
学
校
長
そ
の
他
各
種
団

体
の
関
係
者
が
集
ま
り
十
三
日
頃
に
は
代
表
者
が
上
京
し
て
文
部
省

に
陳
情
す
る
ほ
か
県
民
に
も
呼
び
か
け
る
。

　

そ
の
後
、
同
紙
昭
和
二
二
年
二
月
八
日
に
「
陳
情
戦
の
火
蓋 

米

子
医
専
期
成
同
盟
十
三
日
に
上
京
」、
二
月
二
一
日
に
「
米
子
医
専

は
他
校
よ
り
好
条
件
」、
二
月
二
二
日
に
「
文
部
省
も
賛
意
表
明 

米

子
医
専
の
昇
格
運
動
進
む
」
の
見
出
し
で
陳
情
と
そ
の
手
応
え
に
関

す
る
記
事
が
続
い
た
。
そ
の
中
で
興
味
深
い
こ
と
は
、
陳
情
先
が
主

管
庁
の
文
部
省
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
必
ず
大
蔵
省
に
も

陳
情
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
大
蔵
省
が
昇
格
の
鍵
を
握
っ
て
い
た

こ
と
は
、
二
月
二
一
日
記
事
の
松
本
県
教
育
民
生
部
長
の
「
…
文
部

省
と
し
て
は
医
専
を
大
学
に
す
る
線
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
る
も
の

の
、
大
蔵
省
の
方
で
は
財
政
困
難
な
こ
の
時
代
、
医
専
の
昇
格
な
ど

は
や
め
て
現
在
の
医
大
だ
け
で
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
反
対
意
見

を
持
っ
て
い
る
。
…
」、
二
二
日
の
遠
藤
光
徳
氏
の
「
…
大
学
昇
格

に
伴
う
施
設
費
は
六
百
万
円
を
要
す
る
が
、
大
蔵
当
局
も
医
学
刷
新

委
員
会
が
昇
格
と
決
定
す
れ
ば
予
算
に
繰
入
れ
る
と
い
っ
て
い
た
」

の
コ
メ
ン
ト
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
二
月
二
七
日
に
は
「
米
子

医
専
の
昇
格
問
題
」
と
題
し
て
、
松
本
県
教
育
民
生
部
長
の
前
出
の

コ
メ
ン
ト
の
引
用
に
続
い
て
、「
大
蔵
省
の
教
育
軽
視
、
教
育
民
主
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化
と
か
民
主
的
教
育
の
拡
充
と
か
い
う
掛
け
声
に
反
し
政
府
は
そ
の

熱
意
を
欠
い
て
い
る
」
と
批
判
し
、
米
子
医
専
昇
格
問
題
は
「
地
方

民
主
化
、
文
化
的
拡
充
、
教
育
の
機
会
均
等
等
に
関
す
る
問
題
の
具

体
的
な
あ
ら
わ
れ
と
し
て
と
り
上
げ
ら
れ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ

る
。
…
県
民
大
衆
も
重
大
な
関
心
を
求
め
て
や
ま
ぬ
地
方
文
化
問
題

の
一
つ
で
あ
ろ
う
」
と
全
県
民
の
理
解
と
奮
起
を
求
め
た
七
段
抜
き

の
社
説
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
日
本
海
新
聞 

一
九
四
七
ａ
）。

　

二
月
一
九
日
に
は
「
昇
格
問
題
で
学
生
起
つ 

決
議
文
を
吉
田
知

事（
（1
（

に
手
交
」
の
見
出
し
で
、
学
生
代
表
が
吉
田
県
知
事
に
大
学
昇
格

運
動
へ
の
支
援
を
依
頼
し
た
内
容
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
（
ｃ
）「
米
子
医
専
医
大
昇
格
の
閣
議
決
定
」
は
方
針
の
確
認

　

そ
う
し
た
中
で
、昭
和
二
二
年
二
月
二
七
日
の
日
本
海
新
聞
に「
米

子
医
専
大
学
に
昇
格 

二
六
日
の
臨
時
閣
議
で
決
定
」
の
見
出
し
で

「
政
府
は
二
六
日
の
臨
時
閣
議
で
青
森
、
前
橋
、
松
本
、
徳
島
、
米

子
の
五
官
立
医
学
専
門
学
校
の
大
学
昇
格
を
決
定
し
た
。
な
お
、
こ

れ
と
同
時
に
臨
時
医
専
十
三
校
な
ら
び
に
樺
太
医
大
、
東
京
歯
科
大

学
は
二
二
年
度
か
ら
生
徒
募
集
を
停
止
す
る
こ
と
に
な
っ
た
」
の
記

事
が
出
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
二
六
日
の
高
橋
誠
一
文
部
大
臣
よ
り
の
請
議
の
趣
旨

は
「
現
在
官
立
の
医
学
専
門
学
校
は
二
〇
校
あ
る
が
そ
の
内
帝
国
大

学
及
官
立
大
学
の
附
属
臨
時
医
学
専
門
部
一
三
校
と
樺
太
医
学
専
門

学
校
及
東
京
医
学
歯
学
専
門
学
校
計
一
五
校
は
昭
和
二
一
年
度
か
ら

生
徒
募
集
を
停
止
し
た
、
残
る
青
森
、
前
橋
、
松
本
、
米
子
、
徳

島
の
五
校
は
継
続
の
必
要
を
認
め
引
続
き
生
徒
を
募
集
し
た
が
今

般
之
を
医
科
大
学
に
昇
格
せ
し
め
た
い
」
と
い
う
も
の
で
、GH

Q
/

SCA
P

、
正
確
に
はPH

W

が
医
専
存
廃
の
決
定
権
を
持
っ
て
い
た

状
況
の
中
で
、
傍
線
の
よ
う
に
日
本
政
府
内
で
五
官
立
医
専
を
大
学

に
昇
格
さ
せ
る
方
針
を
確
認
し
た
閣
議
決
定
（
内
閣 

一
九
四
七
ｂ
）

で
あ
っ
た
。

　

こ
の
文
書
に
は
注
目
す
べ
き
記
載
が
何
点
か
あ
る
。そ
の
一
つ
は
、

次
の
よ
う
に
医
学
教
育
改
革
がPH

W

主
導
で
あ
る
と
い
う
内
情
を

明
ら
か
に
し
た
点
で
あ
る
。

連
合
国
軍
総
司
令
部
は
日
本
の
公
衆
衛
生
、
医
療
状
態
に
深
い
関
心

を
示
し
、
そ
の
公
衆
衛
生
福
祉
部
（
原
文
の
ま
ま
）
は
医
学
教
育
審

議
会
を
設
け
て
良
医
の
養
成
に
関
す
る
具
体
的
研
究
を
続
け
、
そ
の

結
論
は
日
本
政
府
関
係
当
局
に
進
達
さ
れ
、
す
で
に
医
学
校
卒
業
者

の
実
地
修
練
、
医
師
免
許
状
下
附
の
為
の
国
家
試
験
等
が
実
現
さ
れ

て
い
る
。
我
国
の
医
学
専
門
学
校
が
医
育
機
関
と
し
て
不
完
全
、
不

適
当
な
る
旨
が
昨
春
す
で
に
強
調
さ
れ
、
之
を
大
学
程
度
に
引
上
げ

る
か
、
そ
の
不
可
能
な
も
の
は
之
を
廃
止
す
る
よ
う
勧
告
を
受
け
た

が
、
最
近
に
至
り
医
学
専
門
学
校
は
現
在
の
生
徒
を
適
宜
処
置
す
る

と
共
に
各
校
の
将
来
を
速
や
か
に
決
定
す
べ
き
指
示
を
受
け
た
。
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も
う
一
点
は
、
文
部
省
と
し
て
五
官
立
医
専
を
昇
格
さ
せ
た
い
理

由
を
、「
教
育
國
土
計
画
的
見
地
に
視
る
に
五
官
立
医
学
専
門
学
校

は
絶
好
の
配
置
状
態
に
あ
り
、
地
方
文
化
の
中
心
と
な
る
と
共
に
遊

学
不
便
な
地
方
子
弟
の
教
育
と
定
住
医
師
の
養
成
と
に
不
可
欠
の
機

関
と
な
る
べ
き
重
大
な
使
命
を
有
す
る
」
と
明
確
に
記
し
た
点
で
あ

る
。

　

こ
の
閣
議
決
定
は
前
述
の
よ
う
に
「
方
針
確
認
」
で
あ
っ
た
に
も

拘
わ
ら
ず
、
あ
た
か
も
五
官
立
医
専
の
大
学
昇
格
は
正
式
決
定
か
の

如
く
伝
え
ら
れ
た
。
翌
二
月
二
八
日
に
は
「
米
子
医
専
の
大
学
昇
格

が
二
十
六
日
の
臨
時
閣
議
で
決
定
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
は
そ
の
日

の
夕
刻
、
学
校
当
局
は
も
ち
ろ
ん
、
地
元
県
民
に
朗
ら
か
な
話
題
を

な
げ
て
い
る
。
…
『
大
学
昇
格
期
成
同
盟
』
や
学
生
の
『
昇
格
運

動
実
行
委
員
会
』
が
生
ま
れ
て
猛
運
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
矢

先
、こ
の
朗
報
が
伝
え
ら
れ
た
の
で
関
係
者
の
喜
び
は
大
き
か
っ
た
。

二
十
七
日
、
米
子
医
専
で
は
文
部
当
局
か
ら
公
文
書
が
ま
だ
来
な
い

の
で
学
生
に
対
し
大
学
昇
格
の
正
式
発
表
を
行
わ
な
か
っ
た
が
、
学

生
た
ち
は
希
望
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
静
か
に
授
業
を
受
け
て
い

た
」
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
（
日
本
海
新
聞 

一
九
四
七
ｂ
）。
米
子

医
専
当
局
は
記
事
の
通
り
慎
重
な
対
応
で
、
そ
の
後
も
正
式
発
表
が

行
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

長
野
県
の
地
方
紙
で
あ
る
信
濃
毎
日
新
聞
も
二
月
二
七
日
に
日
本

海
新
聞
と
全
く
同
じ
文
章
の
記
事
を
掲
載
し
て
お
り
、
松
本
医
専
で

は
大
学
昇
格
正
式
決
定
と
誤
解
し
、
一
時
は
祝
賀
行
事
を
準
備
し
た

と
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
（
信
州
大
学
医
学
部
25
周
年
記
念
会
編 

一
九
六
九
ｃ
）。

　

そ
の
後
、
一
（
二
）
に
記
載
し
た
よ
う
に
、
昭
和
二
二
年
三
月

二
九
日
の
全
国
官
公
私
立
医
専
校
長
会
議
で
Ａ
、
Ｂ
の
判
定
結
果
が

公
表
さ
れ
、
米
子
医
専
は
Ａ
級
で
あ
っ
た
た
め
、
学
生
は
医
大
昇
格

に
続
く
朗
報
に
欣
喜
雀
躍
し
た
（
米
子
医
学
専
門
学
校
校
友
会
雑
誌

部
編 

一
九
四
七
）。
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
は
医
大
昇
格
は
保
留
状
態

で
あ
っ
た
。

　

昭
和
二
二
年
四
月
付
の
吉
田
知
事
か
ら
西
尾
知
事（
（1
（

へ
の
引
継
書

（
鳥
取
県
庁
文
書 

一
九
四
七
）
の
中
に
、「
本
年
二
月
漸
く
昇
格
の

決
定
を
見
た
」の
記
載
が
あ
る
。し
か
し
、こ
の
文
書
の
後
段
に
は「
本

格
的
な
る
昇
格
を
決
定
さ
れ
な
い
運
命
に
あ
る
の
で
」
と
最
終
決
定

に
向
け
て
建
物
移
築
経
費
を
県
が
負
担
す
る
旨
の
記
載
が
あ
る
。
医

専
設
立
か
ら
の
経
緯
が
短
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

米
子
医
専
は
昭
和
二
十
年
に
地
元
官
民
の
熱
烈
な
る
要
望
に
よ
っ
て

設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
終
戦
以
来
全
国
的
に
医
専
の
全
面
的
廃

止
と
な
り
、
従
っ
て
米
子
医
専
に
お
い
て
も
大
学
昇
格
か
若
し
く
は

廃
校
か
と
言
う
岐
路
に
立
っ
た
の
で
、
設
立
当
時
よ
り
の
契
機
も
あ

り
是
非
大
学
昇
格
の
実
現
を
見
る
べ
く
医
専
設
備
の
充
実
と
中
央
各

方
面
に
対
す
る
運
動
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
が
、
一
時
は
現
在
視
察
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団
の
報
告
書
等
の
関
係
も
あ
り
廃
校
で
は
な
い
か
と
ま
で
憂
慮
さ
れ

た
る
の
も
、
更
に
大
学
昇
格
期
成
同
盟
会
を
結
成
し
加
え
て
在
鳥
代

議
士
の
後
援
を
得
、
強
力
に
陳
情
す
る
等
全
力
を
傾
向
（
原
文
の
ま

ま
）
し
て
地
元
民
の
熱
意
を
示
し
、
本
年
二
月
漸
く
昇
格
の
決
定
を

見
た
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
本
年
は
準
備
期
間
と
し
て
生
徒
募
集
は

行
わ
ず
、
一
ヶ
年
間
に
校
地
の
拡
充
と
美
保
航
空
隊
将
校
宿
舎
二
棟

の
移
築
を
完
了
し
な
け
れ
ば
、
本
格
的
な
る
昇
格
を
決
定
さ
れ
な
い

運
命
に
あ
る
の
で
、
県
と
し
て
は
こ
れ
に
要
す
る
経
費
約
五
百
万
円

の
財
源
措
置
を
必
要
と
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

（
ｄ
）
美
保
航
空
隊
建
物
の
移
築

　

話
を
施
設
整
備
に
戻
す
と
、
昭
和
二
二
年
六
月
に
広
島
財
務
局
米

子
管
財
出
張
所
で
美
保
航
空
隊
建
物
の
譲
受
希
望
者
に
よ
る
建
物
の

配
分
の
協
議
が
行
わ
れ
、
七
月
に
配
分
の
仮
決
定
を
受
け
て
い
る
。

そ
し
て
、
一
〇
月
に
は
移
築
使
用
の
仮
認
可
を
受
け
た
。
そ
の
後
、

昭
和
二
二
年
一
〇
月
八
日
付
で
文
部
省
大
臣
官
房
会
計
課
長
よ
り
旧

軍
施
設
の
管
理
換
え
の
正
式
申
請
の
提
出
依
頼
が
あ
り
、
同
月
末
に

文
部
大
臣
に
申
請
し
、
同
時
に
広
島
財
務
局
長
宛
協
議
書
を
提
出
し

て
い
る
。
そ
の
後
、
昭
和
二
二
年
一
〇
月
一
〇
日
頃
よ
り
美
保
航
空

隊
兵
舎
の
解
体
に
着
手
し
、
資
材
運
搬
開
始
予
定
で
あ
っ
た
が
、
米

子
市
の
担
当
で
あ
っ
た
敷
地
の
入
手
が
遅
延
し
た
た
め
工
事
を
一
時

中
止
し
て
い
る
。
土
地
確
保
は
難
渋
し
て
い
た
よ
う
で
、
昭
和
二
二

年
九
月
七
日
の
日
本
海
新
聞
に
「
大
学
開
設
に
難
点 

敷
地
確
保
が

問
題
」
の
見
出
し
で
、「
文
部
省
か
ら
六
日
米
子
医
専
へ
『
近
く
大

学
の
官
制
を
発
表
す
る
が
、
設
備
そ
の
他
が
文
部
省
が
示
し
た
標
準

に
達
し
な
い
場
合
は
大
学
開
設
を
延
期
す
る
か
も
し
れ
な
い
』
旨
の

通
知
が
あ
っ
た
。
同
医
専
の
校
舎
拡
張
敷
地
は
現
在
文
部
省
が
示
し

て
い
る
最
少
限
度
（
原
文
の
ま
ま
）
の
も
の
を
は
る
か
に
下
回
っ

て
お
り
、
敷
地
確
保
に
今
後
相
当
の
難
点
が
あ
る
の
で
、
同
校
で
は

県
お
よ
び
当
局
に
協
力
を
懇
請
し
て
い
る
」
と
あ
る
。
続
い
て
、
同

年
一
〇
月
二
日
に
は
「
敷
地
問
題
に
曙
光 

解
決
に
市
の
協
力
」
の

見
出
し
で
「
山
陰
医
大
開
設
準
備
委
員
会
は
三
十
日
米
子
医
専
で
開

会
、
野
坂
米
子
市
長
以
下
委
員
十
二
名
が
出
席
、
規
約
お
よ
び
役
員

を
決
め
た
の
ち
、
未
解
決
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
校
舎
敷
地
問
題
に

つ
い
て
協
議
し
た
結
果
、米
子
市
が
責
任
を
も
っ
て
解
決
に
あ
た
り
、

も
し
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
場
合
は
委
員
会
が
解
決
に
努
め
る
こ
と
に

な
っ
た
」
と
あ
る
。

　

施
設
整
備
は
遅
れ
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
昭
和
二
二
年
一
二
月

一
〇
日
の
日
本
海
新
聞
に
「
校
名
は
米
子
医
大 

明
春
開
設
正
式
に

決
る
」
の
見
出
し
で
、「
難
航
を
重
ね
て
い
た
米
子
医
大
の
開
設
が

決
定
し
た
。
医
大
開
設
に
伴
う
校
長
会
議
に
出
席
の
た
め
上
京
し
て

い
た
米
子
医
専
下
田
校
長
は
九
日
帰
米
、
次
の
通
り
語
っ
た
。
米
子

医
大
の
開
設
は
閣
議
を
通
り
、
い
よ
い
よ
明
春
四
月
か
ら
開
校
す
る

こ
と
に
本
決
ま
り
と
な
り
、
こ
こ
数
日
中
に
官
制
が
交
付
さ
れ
る
。
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校
名
に
つ
い
て
は
は
じ
め
山
陰
医
大
の
説
が
あ
っ
た
が
、
結
局
米
子

医
大
と
し
て
四
年
制
の
旧
制
大
学
と
な
る
。
明
年
四
月
に
は
高
等
学

校
か
ら
四
十
名
の
学
生
を
募
集
す
る
。
従
っ
て
現
在
の
医
専
は
大
学

生
（
原
文
の
ま
ま
）
が
卒
業
す
る
二
十
六
年
四
月
か
ら
廃
校
と
な
る
。

医
大
開
設
臨
時
設
備
費
は
百
万
円
計
上
さ
れ
て
い
る
」
の
記
載
の
よ

う
に
医
大
昇
格
は
認
可
さ
れ
た
。
一
二
月
一
三
日
に
は
文
部
省
米
原

教
学
課
長（
（1
（

、
同
視
学
委
員
草
間
（
慶
大
）
上
野
（
金
沢
医
大
）
吉
松

（
阪
大
）
三
教
授
に
よ
る
最
終
視
察
が
行
わ
れ
た
（
鳥
取
大
学
創
立

30
周
年
記
念
史
編
集
・
刊
行
委
員
会
編 

一
九
八
三
ａ
、
昭
和
二
二

年
一
二
月
六
日 

日
本
海
新
聞
）。こ
の
頃
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
は
、

美
保
航
空
隊
建
物
移
築
状
況
調
査
書
に
は
「
昭
和
二
二
年
一
二
月
末

に
至
り
、
漸
く
敷
地
の
確
保
を
見
た
が
、
計
画
通
り
一
棟
と
し
て
建

て
る
だ
け
の
敷
地
の
入
手
が
出
来
な
か
っ
た
た
め
、
分
割
し
て
二
棟

と
し
て
設
計
変
更
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
」
と
あ
る
の
み
で
、
す
で

に
昇
格
が
閣
議
決
定
さ
れ
て
い
た
た
め
か
、
最
終
視
察
に
関
す
る
記

載
は
な
い
。

　
　
　

（
五
）
医
大
昇
格
決
定

　

医
大
昇
格
は
正
式
に
は
、
昭
和
二
三
年
二
月
一
〇
日
に
「
官
立
大

学
官
制
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
第
一
條
中　
『
熊
本
医

科
大
学
』
の
次
に
前
橋
医
科
大
学
、
弘
前
医
科
大
学
、
松
本
医
科
大

学
、
徳
島
医
科
大
学
、
米
子
医
科
大
学
を
加
え
る
」
の
政
令
第
三
三

号
が
公
布
、
施
行
さ
れ
（
大
蔵
省
印
刷
局 

一
九
四
八
、
図
５
）、
同

日
米
子
医
専
は
医
大
（
旧
制
）
に
昇
格
、
昭
和
二
三
年
度
か
ら
医
専

と
医
大
が
併
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
医
大
一
期
生
の

入
学
試
験
は
昭
和
二
三
年
四
月
一
九
日
（
昭
和
二
三
年
四
月
一
七
日 

日
本
海
新
聞
）
に
、合
格
発
表
は
二
〇
日
（
合
格
者
数
二
七
名
）
に
、

そ
し
て
五
月
四
日
に
入
学
式
が
行
わ
れ
た
（
医
学
部
創
立
50
周
年
記

念
事
業
実
行
委
員
会
編 

一
九
九
五
ｅ
）。
医
大
の
入
学
資
格
は
旧
制

高
校
も
し
く
は
医
専
の
卒
業
者
で
あ
っ
た
た
め
、
女
子
の
入
学
は
無

く
男
女
共
学
は
こ
の
年
で
一
旦
途
切
れ
た
。
な
お
、
修
学
年
限
は

四
年
で
あ
っ
た
た
め
、
昭
和
二
二
年
度
の
医
専
入
学
生
は
無
か
っ
た

図５  政令第 33 号を記した昭和 23 年 2 月
10 日の官報

　米子医科大学など 5官立医科大学の設置を公布、
施行する内容の政令。
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に
も
拘
わ
ら
ず
、
修
学
年
限
五
年
の
医
専
二
期
生
が
昭
和
二
六
年
三

月
に
卒
業
し
た
後
の
昭
和
二
七
年
に
も
卒
業
生
が
欠
け
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。

　

移
築
工
事
に
関
す
る
記
事
は
昭
和
二
三
年
七
月
五
日
の
日
本
海
新

聞
に
見
ら
れ
る
。「
下
旬
に
は
完
成 

米
子
医
大
本
館
」
の
見
出
し
で

「
今
春
三
月
総
工
費
三
百
五
十
万
円
で
建
築
に
と
り
か
か
っ
た
米
子

医
大
の
本
館
お
よ
び
外
来
診
療
所
は
目
下
八
十
％
方
工
事
が
進
み
、

今
月
下
旬
に
は
竣
工
す
る
。
本
館
は
七
間
に
三
十
間
の
二
階
建
て
で

各
課
室
、
講
堂
、
会
議
室
が
設
け
ら
れ
、
本
館
筋
向
い
の
外
来
診
療

所
（
二
階
建
て
七
間
に
二
十
五
間
）
に
は
内
科
、
皮
膚
科
、
泌
尿
科
、

小
児
科
、
眼
科
各
室
が
設
け
ら
れ
、
完
成
後
現
在
の
校
舎
は
全
部
基

礎
学
科
研
究
室
に
あ
て
ら
れ
、
附
属
病
院
は
入
院
患
者
室
と
な
る
」

と
あ
る
。
美
保
航
空
隊
建
物
移
築
状
況
調
査
書
に
は
、「
移
築
工
事

は
順
調
に
進
行
し
昭
和
二
三
年
九
月
中
旬
に
竣
工
し
、
直
ち
に
米
子

医
大
に
お
い
て
使
用
す
る
に
至
っ
た
」
と
結
ば
れ
て
お
り
、
西
町
県

道
を
挟
ん
で
事
務
本
館
（
北
側
）
と
第
二
外
来
診
療
所
（
南
側
）
の

二
棟
が
相
対
し
て
建
て
ら
れ
た
。
外
観
写
真
が
「
飛
鳥
」（
医
学
部

創
立
50
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
編 

一
九
九
五
ｃ
）
に
残
さ
れ

て
い
る
。

　

視
学
委
員
の
要
求
し
た
大
学
昇
格
条
件
の
「
本
館
、外
来
診
療
所
、

臨
床
講
堂
」
の
中
で
残
っ
た
臨
床
講
堂
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
三
年

八
月
三
日
の
日
本
海
新
聞
に
「
建
築
を
許
可 

米
子
医
大
臨
床
講
堂
」

の
見
出
し
で
、「
米
子
医
大
の
臨
床
講
堂
お
よ
び
看
護
婦
寄
宿
舎
（
総

工
費
二
百
万
円
、
二
百
坪
）
の
建
築
が
許
可
さ
れ
た
旨
二
日
文
部
省

教
育
施
設
局
中
国
出
張
所
か
ら
米
子
医
大
に
内
報
が
あ
っ
た
。
十
月

起
工
、
竣
工
は
十
二
月
こ
ろ
の
予
定
。
寄
宿
舎
は
病
院
裏
に
、
臨
床

講
堂
は
外
来
診
療
所
の
隣
に
建
て
ら
れ
る
」
と
あ
る
。

　

昭
和
二
三
年
一
一
月
三
日
に
は
開
校
式
が
催
さ
れ
た
。
こ
の
日
を

挟
ん
で
一
〇
月
二
八
日
か
ら
一
一
月
一
四
日
ま
で
学
生
主
体
で
開
学

記
念
祭
が
開
催
さ
れ
た
（
米
子
医
学
専
門
学
校
校
友
会
雑
誌
部
編 

一
九
四
九
）。
日
本
海
新
聞
に
「
喜
び
の
開
校
式
！ 

山
陰
が
誇
る
医

学
の
殿
堂 

米
子
医
大
」
の
見
出
し
で
、
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て

い
る
。山

陰
地
方
で
た
だ
一
つ
の
官
立
大
学
と
し
て
発
足
し
た
米
子
医
科
大

学
お
よ
び
米
子
医
専
の
開
校
記
念
式
は
き
ょ
う
三
日
の
よ
き
日
盛

大
に
挙
行
さ
れ
る
。
式
は
、
午
前
十
時
か
ら
同
校
大
講
堂
で
文
部

省
当
局
は
じ
め
鳥
取
、
島
根
両
県
知
事
、
岡
山
医
大
、
九
大
そ
の
他

地
方
官
民
多
数
を
迎
え
て
行
わ
れ
る
が
、
ひ
き
つ
づ
き
八
日
間
に

わ
た
っ
て
記
念
運
動
会
、
講
演
、
展
覧
会
、
特
別
診
療
、
音
楽
会
な

ど
盛
り
た
く
さ
ん
の
記
念
行
事
を
繰
り
ひ
ろ
げ
る
。
同
校
は
文
化
施

設
に
恵
ま
れ
な
い
山
陰
地
方
と
し
て
各
方
面
か
ら
多
大
の
期
待
が
か

け
ら
れ
、
去
る
昭
和
二
十
年
四
月
は
じ
め
て
現
在
地
に
米
子
医
専
が

設
け
ら
れ
て
以
来
、
下
田
校
長
以
下
学
校
当
局
、
地
方
官
民
の
血
の



― 28 ―

に
じ
む
努
力
と
幾
多
の
難
関
を
突
破
、
さ
ら
に
本
年
四
月
に
は
大
学

の
新
設
が
み
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
も
の
で
、
教
授
陣
三
十
四
名
、
学

生
二
百
五
十
名
、
職
員
二
百
四
十
名
、
看
護
婦
百
余
名
合
わ
せ
て

六
百
二
十
余
名
の
大
世
帯
を
擁
し
名
実
と
も
に
地
方
医
学
殿
堂
と
し

て
頂
き
を
な
し
て
い
る
。

　

臨
床
講
堂
の
起
工
は
遅
れ
、
昭
和
二
三
年
一
二
月
二
日
の
日
本
海

新
聞
に
よ
れ
ば
、
臨
床
講
堂
（
一
階
建
て
一
〇
〇
坪
）
と
看
護
婦
寄

宿
舎
（
平
屋
一
五
〇
坪
）
は
来
る
六
日
総
工
費
二
五
〇
万
円
で
第

二
外
来
診
療
所
横
に
起
工
の
予
定
と
あ
る
。
そ
し
て
、
昭
和
二
四

年
二
月
二
日
の
日
本
海
新
聞
に
「
工
事
着
々
進
む 

米
子
医
大
完
備

へ
」
の
見
出
し
で
、「
昨
春
四
月
新
発
足
し
た
米
子
医
大
は
本
館
外

来
診
療
所
を
建
設
、
目
下
看
護
婦
寄
宿
舎
、
臨
床
講
堂
を
建
設
中
で

着
々
完
成
に
向
か
っ
て
進
み
二
十
五
年
度
に
は
教
授
会
も
結
成
さ
れ

る
。
同
大
学
が
医
大
と
し
て
の
教
授
陣
や
施
設
を
完
成
す
る
の
は
来

る
二
十
六
年
度
だ
が
二
十
四
年
度
以
降
の
施
設
に
は
次
の
も
の
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。
解
剖
、
病
理
各
実
習
室
、
手
術
室
、
血
清
研
究
所
、

外
来
診
療
所
の
拡
張
、
病
棟
、
隔
離
病
舎
、
患
者
の
給
食
施
設
、
臨

床
実
習
室
の
改
造
」
と
急
速
な
整
備
充
実
の
様
子
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
の
間
、
米
子
市
は
医
大
設
立
や
施
設
整
備
に
「
二
十
五
年
度

に
は
一
般
市
民
寄
附
十
七
万
三
千
五
百
二
十
円
八
十
銭
と
市
費

十
二
万
六
千
四
百
七
十
九
円
二
十
銭
を
加
え
て
三
十
万
円
を
、
更
に

二
十
七
年
度
百
二
十
万
円
と
合
計
百
五
十
万
円
」
を
助
成
し
た
（
米

子
市
役
所
編 

一
九
五
九
）。

　
　
　

Ⅲ　

米
子
医
大
か
ら
鳥
取
大
学
医
学
部
ま
で

　

昭
和
二
三
年
二
月
に
医
大
昇
格
が
決
定
し
、
慌
た
だ
し
く
諸
施
設

が
整
備
さ
れ
る
中
、
新
制
鳥
取
大
学
へ
の
参
加
を
め
ぐ
っ
て
新
た
な

問
題
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
理
解
の
た
め
に
は
、
国
立
新
制
大
学
の
創

設
の
経
緯
を
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
鳥
取
大
学
三
十
年
史
（
鳥

取
大
学
創
立
30
周
年
記
念
史
編
集
・
刊
行
委
員
会
編 

一
九
八
三
ａ
）

に
詳
述
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
次
に
ま
と
め
た
。

昭
和
二
二
年
三
月
三
一
日
、
教
育
基
本
法
と
学
校
教
育
法
が
公
布
さ

れ
、
学
制
改
革
や
教
育
の
基
本
と
な
る
理
念
や
原
則
が
明
ら
か
に
さ

れ
、
昭
和
二
二
年
度
よ
り
新
制
中
学
、
昭
和
二
三
度
年
よ
り
新
制
高

校
、
そ
し
て
昭
和
二
四
年
度
よ
り
新
制
大
学
が
発
足
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
国
民
の
教
育
水
準
の
向
上
と
高
等
教
育
の
機
会
均
等
の
実

現
を
図
る
た
め
、昭
和
二
三
年
六
月
発
表
の
「
新
制
大
学
実
施
要
綱
」

に
は
、「
国
立
新
制
大
学
は
特
別
の
地
域
を
除
き
、
同
一
地
域
に
あ

る
官
立
学
校
は
こ
れ
を
合
併
し
て
一
大
学
と
し
、
一
府
県
一
大
学
の

実
現
を
図
る
」、「
各
都
道
府
県
に
は
、
必
ず
教
養
及
び
教
職
に
関
す
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る
学
部
若
し
く
は
部
を
置
く
」
等
の
骨
子
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
要

綱
に
従
っ
て
六
九
校
が
設
置
認
可
申
請
書
を
提
出
し
、
昭
和
二
四
年

五
月
三
一
日
に
国
立
学
校
設
置
法
が
公
布
さ
れ
、
新
制
鳥
取
大
学
を

含
む
六
九
の
国
立
新
制
大
学
が
誕
生
し
た
。

　

当
初
、
米
子
医
大
は
新
制
鳥
取
大
学
に
参
加
せ
ず
、
鳥
取
農
林
専

門
学
校
、
鳥
取
師
範
学
校
、
鳥
取
青
年
師
範
学
校
の
三
校
の
複
合
大

学
と
な
る
こ
と
に
決
ま
っ
て
い
た
が
、
国
立
学
校
設
置
法
公
布
直
前

の
昭
和
二
四
年
二
月
に
文
部
省
の
指
導
に
よ
り
米
子
医
専
と
米
子
医

大
も
新
制
鳥
取
大
学
に
包
括
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
措
置
は

形
式
的
な
も
の
で
、
医
専
と
医
大
の
公
式
名
称
が
「
鳥
取
大
学
米
子

医
学
専
門
学
校
」
と
「
鳥
取
大
学
米
子
医
科
大
学
」
と
な
っ
た
だ
け

で
あ
っ
た
。
こ
の
あ
た
り
の
経
緯
は
、
鳥
取
大
学
三
十
年
史
（
鳥

取
大
学
創
立
30
周
年
記
念
史
編
集
・
刊
行
委
員
会
編 
一
九
八
三
ｂ
）

に
詳
し
い
。
な
お
、
米
子
医
大
で
は
、
昭
和
二
四
年
五
月
に
旧
制
医

大
と
し
て
二
期
生
を
入
学
さ
せ
て
い
る
（
表
２
）。

　

昭
和
二
五
年
三
月
二
五
日
に
米
子
医
専
一
期
生
一
一
九
名
が
卒
業

し（
医
学
部
創
立
50
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
編 

一
九
九
五
ｄ
）、

四
月
に
は
米
子
医
大
三
期
生
が
入
学
し
た
。
新
制
鳥
取
大
学
で
は
昭

和
二
五
年
度
か
ら
新
た
に
、
医
学
部
を
志
望
す
る
学
生
の
所
用
単
位

履
修
の
便
宜
を
図
る
た
め
、
募
集
人
員
三
〇
名
の
医
学
部
予
備
課
程

（
修
学
年
限
二
年
）
が
設
け
ら
れ
た
（
鳥
取
大
学
創
立
30
周
年
記
念

入学
（昭和年 /月 /日）

卒業
（昭和年 /月 /日 ）

定員
（人）

卒業生
（人）

米子医専
（修学年限５年）

１期
２期

20/7/1
21/7/1

25/3/25
26/3

120
80

119
90

米子医大
（修学年限４年）

１期
２期
３期

23/5/4
24/5/2
25/4

27/3
28/3
29/2/26

40
40
40

22
29
42

鳥取大学医学部
（修学年限４年） １期 26/4/15 30/3/17 40 29

表２  米子医専から鳥取大学医学部１期までの入学・卒業年月日と定員・卒業生数
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史
編
集
・
刊
行
委
員
会
編 

一
九
八
三
ｃ
）。
実
際
に
は
こ
の
時
に
医

学
部
は
無
く
、
鳥
取
市
の
学
芸
学
部
に
医
学
部
予
備
課
程
が
設
け
ら

れ
た
。
な
お
、
こ
の
予
備
課
程
修
了
者
は
専
門
課
程
へ
の
進
級
に
あ

た
っ
て
は
改
め
て
試
験
を
受
け
、
合
格
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

医
学
部
設
置
は
、
昭
和
二
五
年
一
〇
月
九
日
付
、
佐
々
木
喬
学
長

名
の
文
部
大
臣
宛
の
医
学
部
設
置
認
可
申
請
書
の
提
出
に
始
ま
る
。

こ
れ
を
受
け
て
、
同
年
一
一
月
三
日
に
設
置
審
査
の
た
め
、
大
学
設

置
審
議
会
の
委
員
が
視
察
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
設
置
は
、
昭
和

二
六
年
一
月
三
一
日
付
、
文
部
事
務
次
官
劒
木
亨
弘
名
の
学
長
宛
通

知
で
認
可
さ
れ
た
。
そ
れ
に
は
、
校
舎
や
臨
床
講
堂
の
整
備
、
専
門

図
書
の
充
実
な
ど
と
と
も
に
当
分
の
間
、
学
生
定
員
四
〇
名
と
い
う

条
件
が
付
せ
ら
れ
て
い
た
（
鳥
取
大
学
創
立
30
周
年
記
念
史
編
集
・

刊
行
委
員
会
編 

一
九
八
三
ａ
）。

　

昭
和
二
六
年
三
月
に
は
米
子
医
専
二
期
生
九
〇
名
が
卒
業
し
、

三
月
末
日
で
も
っ
て
米
子
医
専
は
実
質
的
並
び
に
法
的
に
廃
止
と

な
っ
た
（
鳥
取
大
学
創
立
30
周
年
記
念
史
編
集
・
刊
行
委
員
会
編 

一
九
八
三
ｄ
）。
同
年
四
月
一
日
に
は
鳥
取
大
学
医
学
部
医
学
科（
修

学
年
限
四
年
）
の
開
設
が
認
可
さ
れ
、
四
月
一
五
日
に
医
学
部
と
し

て
初
め
て
入
学
生
を
迎
え
、
再
び
男
女
共
学
と
な
っ
た
（
医
学
部
創

立
50
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
編 

一
九
九
五
ｅ
）。
医
学
部
入
試

と
学
芸
学
部
医
学
部
予
備
課
程
入
試
と
い
う
受
験
資
格
の
異
な
る
二

つ
の
入
学
試
験
が
昭
和
二
九
年
度
ま
で
続
い
た
。

　

昭
和
二
七
、二
八
年
三
月
に
は
そ
れ
ぞ
れ
昭
和
二
三
、二
四
年
入
学

の
医
大
一
期
生
（
二
二
名
）、
二
期
生
（
二
九
名
）
が
卒
業
し
た
。

昭
和
二
九
年
二
月
に
は
昭
和
二
五
年
入
学
の
三
期
生
（
四
二
名
）
が

卒
業
し
、
こ
れ
を
も
っ
て
米
子
医
大
は
廃
校
と
な
っ
た
。
法
律
上
は

昭
和
三
五
年
三
月
三
一
日
の
国
立
学
校
設
置
法
の
改
正
に
伴
い
廃
止

さ
れ
た
（
鳥
取
大
学
創
立
30
周
年
記
念
史
編
集
・
刊
行
委
員
会
編 

一
九
八
三
ｅ
）。

　

昭
和
三
〇
年
三
月
一
七
日
に
は
昭
和
二
六
年
入
学
の
医
学
部
一
期

生
二
九
名
が
卒
業
し
た
。
こ
の
昭
和
三
〇
年
度
か
ら
学
芸
学
部
医
学

部
予
備
課
程
は
廃
止
さ
れ
、
医
学
部
医
学
進
学
課
程
（
修
学
年
限
二

年
、
定
員
六
〇
名
）
が
設
け
ら
れ
、
専
門
課
程
に
直
結
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
鳥
取
市
の
医
学
部
医
学
進
学
課
程
で
所
定
の

単
位
を
取
得
す
れ
ば
、
無
試
験
で
米
子
市
の
医
学
部
専
門
課
程
に
進

級
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
（
鳥
取
大
学
創
立
30
周
年
記
念
史
編
集
・

刊
行
委
員
会
編 

一
九
八
三
ｂ
）。
な
お
、
昭
和
三
〇
、三
一
年
度
に

は
昭
和
二
八
、二
九
年
度
の
学
芸
学
部
医
学
部
予
備
課
程
修
了
者
及

び
他
学
部
や
他
大
学
の
二
年
修
了
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
医
学
部
専

門
課
程
の
入
学
試
験
も
行
わ
れ
た
。

　

昭
和
三
二
年
度
以
降
は
医
学
部
医
学
進
学
課
程
の
入
試
に
一
本
化

さ
れ
た
。
こ
の
医
学
進
学
課
程
入
試
も
六
年
一
貫
教
育
導
入
に
伴
い

進
学
課
程
が
廃
止
と
な
り
、
平
成
六
年
度
に
終
了
し
た
（
鳥
取
大
学

創
立
50
周
年
記
念
誌
編
集
・
刊
行
委
員
会
編 

二
〇
〇
一
）。
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お
わ
り
に

　

米
子
医
専
設
置
の
勅
令
公
布
後
の
昭
和
二
〇
年
四
月
か
ら
昭
和

二
六
年
四
月
の
新
制
鳥
取
大
学
医
学
部
発
足
ま
で
の
歴
史
を
調
査

し
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
た
。

　

昭
和
二
〇
年
五
月
に
入
学
試
験
が
行
わ
れ
、
一
五
〇
名
の
入
学
が

許
可
さ
れ
た
。
入
学
式
は
勤
労
報
国
隊
の
徴
用
終
了
後
の
七
月
一
日

に
行
わ
れ
、
授
業
は
翌
二
日
よ
り
始
ま
り
、
終
戦
後
も
休
む
こ
と
な

く
続
け
ら
れ
た
。

　

開
校
か
ら
日
が
浅
く
、
終
戦
に
よ
り
軍
医
養
成
の
目
的
を
失
っ
て

い
た
た
め
、
市
民
の
間
に
米
子
医
専
は
廃
止
す
べ
し
と
の
声
の
あ
る

中
で
、
鳥
取
県
と
米
子
市
は
存
続
に
向
け
て
支
援
し
た
。
一
方
、
国

家
レ
ベ
ル
で
は
、
昭
和
二
〇
年
秋
か
ら
二
一
年
に
か
け
て
の
短
い
期

間
に
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
の
指
示
に
よ
り
医
師
国
家

試
験
制
度
と
実
地
修
練
制
度
の
導
入
や
医
学
教
育
の
大
学
一
本
化
な

ど
の
医
学
教
育
改
革
が
行
わ
れ
た
。
戦
時
中
に
急
設
さ
れ
た
医
学
専

門
学
校
の
存
廃
に
つ
い
て
は
文
部
省
視
学
委
員
に
よ
る
施
設
や
設

備
、
教
育
内
容
な
ど
の
評
価
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
。
米
子
医
専
で

は
、県
主
導
に
よ
る
財
団
法
人
米
子
病
院
の
米
子
医
専
へ
の
移
管（
昭

和
二
一
年
六
月
）
が
視
学
委
員
視
察
（
昭
和
二
一
年
一
一
月
）
前
に

完
了
し
て
お
り
、
視
学
委
員
は
事
務
本
館
、
外
来
診
療
所
、
臨
床
講

堂
の
整
備
を
医
大
昇
格
の
条
件
と
し
て
要
求
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て

鳥
取
県
、
米
子
市
、
医
専
が
一
体
と
な
っ
て
対
応
し
、
昭
和
二
三
年

二
月
に
旧
制
の
医
大
へ
の
昇
格
が
認
め
ら
れ
た
。

　

同
じ
頃
、
初
等
か
ら
高
等
教
育
ま
で
教
育
全
般
に
わ
た
っ
て
改
革

が
進
め
ら
れ
、
昭
和
二
四
年
度
に
国
立
学
校
設
置
法
が
公
布
さ
れ
、

新
制
鳥
取
大
学
が
誕
生
し
た
。
米
子
医
専
と
米
子
医
大
は
名
目
上
、

当
初
か
ら
新
制
鳥
取
大
学
に
包
括
さ
れ
た
が
、
実
質
的
に
は
昭
和

二
六
年
度
か
ら
医
学
部
と
し
て
参
加
し
た
。

付
記

　

引
用
文
献
は
原
文
ど
お
り
を
基
本
と
し
た
が
、
字
体
は
常
用
漢
字
と
し
、
句

読
点
は
文
意
の
変
わ
ら
な
い
範
囲
で
加
え
た
。　
　

謝
辞

　

資
料
収
集
に
当
た
り
、
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
た
。
提
供
順
に
、
鳥
取

大
学
名
誉
教
授
中
尾
喬
一
氏
、
鳥
取
大
学
中
央
図
書
館
・
鳥
取
県
立
図
書
館
・

鳥
取
大
学
総
務
企
画
課
の
諸
氏
、
鳥
取
大
学
前
理
事
法
橋
誠
氏
、
鳥
取
県
立
公

文
書
館
伊
藤
康
氏
、
元
鳥
取
県
議
会
事
務
局
長
尾
坂
英
己
氏
、
元
鳥
取
県
医
師

会
長
入
江
宏
一
氏
、
鳥
取
大
学
副
学
長
松
浦
達
也
氏
、
鳥
取
大
学
医
学
部
同
窓

会
湯
原
博
己
氏
、
鳥
取
県
議
会
事
務
局
寺
口
嘉
昭
氏
、
鳥
取
県
立
米
子
西
高
等

学
校
長
冨
田
運
一
氏
、
境
港
市
矢
島
医
院
矢
島
浩
樹
氏
、
米
子
市
米
川
医
院
米

川
正
夫
氏
、
鳥
取
大
学
副
学
長
山
口
武
視
氏
、
ま
た
原
稿
作
成
に
あ
た
り
有
益

な
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
鳥
取
大
学
理
事
細
井
由
彦
氏
、
鳥
取
県
地
域
医
療
支
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援
セ
ン
タ
ー
特
命
教
授
福
本
宗
嗣
氏
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【 
注 
】

（
１
）	

信
濃
毎
日
新
聞

（
２
）	

正
し
く
は
専
門
「
教
育
」
課
長

（
３
）	

実
際
に
は
昭
和
二
〇
年
度
の
新
設
官
立
医
専
は
、
樺
太
、
徳
島
、
米
子

の
三
校
で
あ
っ
た
。
樺
太
は
樺
太
庁
立
か
ら
、
徳
島
は
県
立
か
ら
官
立

へ
の
移
管
で
、
純
然
た
る
新
設
は
米
子
の
み
で
あ
っ
た
。
樺
太
医
専
の

志
願
者
数
は
昭
和
二
〇
年
度
文
部
省
第
七
三
年
報
に
記
載
は
な
い
。

（
４
）	

米
原
章
三
貴
族
院
議
員
の
長
男
、
明
治
四
〇
年
生
、
昭
和
一
八
年
文
部
省

教
学
官
、
昭
和
二
一
年
文
部
省
専
門
教
育
課
長
、
昭
和
二
四
年
鳥
取
大
学

学
芸
学
部
長
を
経
て
、
日
ノ
丸
自
動
車
、
鳥
取
大
丸
、
日
本
海
テ
レ
ビ
放

送
の
社
長
や
鳥
取
商
工
会
議
所
会
頭
な
ど
を
歴
任
、
平
成
六
年
没
。

（
５
）	

父
親
の
米
原
章
三
が
居
住
し
て
い
た
鳥
取
県
智
頭
町
の
家
を
指
す
と
考

え
ら
れ
る
。

（
６
）	

昭
和
二
〇
年
当
時
の
正
式
名
は
鳥
取
県
立
米
子
高
等
女
学
校
で
、
米
子

市
錦
町
に
あ
っ
た
。
昭
和
二
四
年
よ
り
現
校
名
の
鳥
取
県
立
米
子
西
高

等
学
校
と
な
っ
た
。

（
７
）	「
大
谷
教
授
」
は
当
時
、
鳥
取
農
林
専
門
学
校
教
授
、
後
に
鳥
取
大
学
農

学
部
長
の
大
谷
義
夫
、「
西
島
博
士
」
は
当
時
の
米
子
病
院
院
長
、
後
の

米
子
医
専
初
代
産
婦
人
科
教
授
・
病
院
長
の
西
島
義
一
と
判
断
さ
れ
る
。

「
湊
山
先
生
」
は
昭
和
一
八
～
二
〇
年
の
県
視
学
に
「
湊
口
賢
二
」
の
名

前
が
あ
り
、
こ
の
人
物
と
推
定
さ
れ
る
。
戦
後
は
米
子
市
立
義
方
、
明

道
小
学
校
長
を
務
め
た
。

（
８
）	

原
籍
は
鳥
取
が
八
四
名
、
そ
の
他
が
六
六
名
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
の
内
訳

は
島
根
一
二
名
、
福
岡
九
名
、
広
島
、
兵
庫
各
五
名
、
東
京
、
大
阪
、
山

口
各
四
名
、
岡
山
、
熊
本
、
長
崎
各
三
名
、
京
都
、
愛
媛
、
大
分
、
佐
賀

各
二
名
、
福
島
、
千
葉
、
神
奈
川
、
岐
阜
、
三
重
、
福
井
各
一
名
で
あ
っ
た
。

鳥
取
の
八
四
名
は
記
事
本
文
の
鳥
取
県
関
係
者
九
〇
名
と
若
干
異
な
る
。

（
９
）	

文
脈
か
ら
「
本
年
」
は
「
昭
和
二
〇
年
」
と
考
え
ら
れ
る
。

（
10
）	

第
三
五
代
鳥
取
県
知
事
（
官
選
）、
任
期
は
昭
和
二
〇
年
一
〇
月
二
七
日

～
二
二
年
二
月
四
日
。

（
11
）	

米
子
市
立
図
書
館
は
昭
和
一
七
年
一
一
月
に
錦
公
園
商
品
陳
列
所
内
に

設
置
さ
れ
て
い
る
（
米
子
市
立
図
書
館 

二
〇
〇
六
）。
錦
公
園
（
現
在

の
正
式
名
は
湊
山
公
園
）
の
入
り
口
に
近
い
県
道
沿
い
の
南
側
で
、
外

観
写
真
が
「
飛
鳥
」（
医
学
部
創
立
50
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
編 

一
九
九
五
ｃ
）
に
残
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）	

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
司
令
部
の
略
、連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
を
指
す
。

（
13
）	

吉
田
忠
一
、
第
三
六
代
鳥
取
県
知
事
（
官
選
）、
在
任
期
間
は
昭
和
二
二

年
二
月
四
日
～
四
月
一
二
日
。

（
14
）	
西
尾
愛
治
、
第
三
七
代
鳥
取
県
知
事
（
公
選
）、
在
任
期
間
は
昭
和
二
二

年
四
月
一
二
日
～
昭
和
二
九
年
一
二
月
六
日
。

（
15
）	

米
原
教
学
課
長
、
注
（
４
）
の
米
原
穣
と
同
一
人
物
。
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〔
参
考
文
献
〕（
著
者
、
編
者
の
五
十
音
順
と
し
た
）

（
１
）	
医
学
部
創
立
50
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
編
（
一
九
九
五
ａ
）『
飛
鳥

目
で
見
る
鳥
取
大
学
医
学
部
五
十
年
の
歩
み
』
鳥
取
大
学
医
学
部
発
行
，

三
五

－

三
六
，
六
三
頁

（
２
）	

医
学
部
創
立
50
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
編
（
一
九
九
五
ｂ
）『
飛
鳥

目
で
見
る
鳥
取
大
学
医
学
部
五
十
年
の
歩
み
』
鳥
取
大
学
医
学
部
発
行
，

四
二
，
二
九
三
頁

（
３
）	

医
学
部
創
立
50
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
編
（
一
九
九
五
ｃ
）『
飛
鳥

目
で
見
る
鳥
取
大
学
医
学
部
五
十
年
の
歩
み
』
鳥
取
大
学
医
学
部
発
行
，

五
一

－

五
二
，
八
〇
，
一
〇
八
頁 

（
４
）	

医
学
部
創
立
50
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
編
（
一
九
九
五
ｄ
）『
飛
鳥

目
で
見
る
鳥
取
大
学
医
学
部
五
十
年
の
歩
み
』
鳥
取
大
学
医
学
部
発
行
，

五
五
頁

（
５
）	

医
学
部
創
立
50
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
編
（
一
九
九
五
ｅ
）『
飛
鳥

目
で
見
る
鳥
取
大
学
医
学
部
五
十
年
の
歩
み
』
鳥
取
大
学
医
学
部
発
行
，

四
五
〇

－

四
五
一
頁 

（
６
）	

入
江
宏
一
（
二
〇
一
九
）
私
信

（
７
）	

大
蔵
省
印
刷
局
（
一
九
四
五
ａ
） 

官
報　

一
九
四
五
年
三
月
二
九
日

	
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2961958

閲
覧
日
：
二
〇
一
九
年
一
〇
月
五
日

（
８
）	

大
蔵
省
印
刷
局
（
一
九
四
五
ｂ
） 

官
報　

一
九
四
五
年
九
月
二
九
日

	
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2962119

閲
覧
日
：
二
〇
一
九
年
一
〇
月
五
日

（
９
）	

大
蔵
省
印
刷
局
（
一
九
四
八
） 

官
報　

一
九
四
八
年
二
月
一
〇
日

	
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2962849

閲
覧
日
：
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
五
日

（
10
）	

金
子
譲
ほ
か
（
二
〇
一
九
）「
占
領
下
の
医
学
教
育
改
革
で
誕
生
し
た

新
し
い
歯
科
医
学
教
育
制
度 

第
一
編 GH

Q
/SCA

P

公
衆
衛
生
福
祉
局

長
サ
ム
ス
大
佐
と
医
学
教
育
審
議
会
」，『
歯
科
学
報
』
一
一
九
（
五
），

三
八
九

－

四
一
二
頁
，
東
京
歯
科
大
学
学
会

（
11
）	

厚
生
労
働
省
「
医
師
臨
床
研
修
制
度
の
変
遷
」

	
https://w

w
w
.m
hlw
.go.jp/topics/bukyoku/isei/rinsyo/hensen/

	

閲
覧
日
：
二
〇
二
〇
年
八
月
九
日

（
12
）	

酒
井
シ
ズ
ほ
か
（
二
〇
一
〇
）『
歴
史
で
み
る
・
日
本
の
医
師
の
つ
く
り

方
―
日
本
に
お
け
る
近
代
医
学
教
育
の
夜
明
け
か
ら
現
代
ま
で
―
』
第

二
八
回
日
本
医
学
会
総
会
発
行

（
13
）	

坂
井
建
雄
ほ
か
（
二
〇
一
〇
）「
我
が
国
の
医
学
教
育
・
医
師
資
格
付
与

制
度
の
歴
史
的
変
遷
と
医
学
校
の
発
展
過
程
」，『
医
学
教
育
』四
一（
五
），

三
三
七

－

三
四
六
頁
，
日
本
医
学
教
育
学
会

（
14
）	
繁
山
作
太
郎
（
一
九
七
五
）「
前
橋
医
専
、
前
橋
医
大
、
そ
し
て
群
大
医

学
部
」，
群
馬
大
学
医
学
部
創
立
30
周
年
記
念　

田
所
作
太
郎
編
『
群
馬

大
学
医
学
部
30
年
の
歩
み
』
群
馬
大
学
医
学
部
刀
城
ク
ラ
ブ
同
窓
会
発

行
，
一
六
三
頁
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（
15
）	

信
州
大
学
医
学
部
25
周
年
記
念
会
編
（
一
九
六
九
ａ
）「
第
一
章
松
本
医

学
専
門
学
校
時
代　

第
二
節 

松
本
高
等
学
校
仮
事
務
所
時
代
」，『
信
州

大
学
医
学
部
25
年
史
』
信
州
大
学
医
学
部
25
周
年
記
念
会
発
行
，
一
九

－

二
二
頁 

（
16
）	

信
州
大
学
医
学
部
25
周
年
記
念
会
編
（
一
九
六
九
ｂ
）「
第
一
章
松
本
医

学
専
門
学
校
時
代　

第
三
節 

校
舎
共
用
時
代
」，『
信
州
大
学
医
学
部
25

年
史
』
信
州
大
学
医
学
部
25
周
年
記
念
会
発
行
，
六
二

－

六
三
頁 

（
17
）	

信
州
大
学
医
学
部
25
周
年
記
念
会
編
（
一
九
六
九
ｃ
）「
第
二
章
松
本
医

科
大
学
時
代
」，『
信
州
大
学
医
学
部
25
年
史
』
信
州
大
学
医
学
部
25
周

年
記
念
会
発
行
，
七
七

－

七
八
頁

（
18
）	

信
州
大
学
医
学
部
25
周
年
記
念
会
編
（
一
九
六
九
ｄ
）「
信
州
大
学
医
学

部
年
表
」，『
信
州
大
学
医
学
部
25
年
史
』
信
州
大
学
医
学
部
25
周
年
記

念
会
発
行
，
六
六
一
頁

（
19
）	

創
立
八
十
周
年
記
念
誌
編
纂
委
員
会
編
（
一
九
八
七
）『
米
子
西
高
等

学
校
創
立
八
十
周
年
記
念
誌
』
鳥
取
県
立
米
子
西
高
等
学
校
発
行
，

六
一
九

－

六
二
五
頁

（
20
）	

高
木
篤
・
田
中
敬
一
・
米
原
穣
（
一
九
八
六
）「
米
子
医
学
専
門
学
校

創
設
の
前
後
―
米
原
穣
鳥
取
商
工
会
議
所
会
頭
に
聞
く
―
」，『
鳥
取
大

学
医
学
部
創
立
四
〇
周
年
記
念
事
業
報
告
書
』
鳥
取
大
学
医
学
部
創
立

四
〇
周
年
記
念
事
業
会
発
行
，
三
四

－

四
〇
頁

（
21
）	

田
中
潔
・
高
木
篤
編
（
一
九
五
五
）『
創
立
十
周
年
記
念 

鳥
取
大
学
医

学
部
要
覧
』
鳥
取
大
学
医
学
部
発
行

（
22
）	

田
中
敬
一
（
一
九
五
二
）「
学
校
草
分
け
時
代
（
医
専
設
立
当
時
）」，『La 

V
ie

』
米
子
医
科
大
学
学
友
会
発
行
，
第
二
号
，
二
九

－

三
一
頁

（
23
）	

田
中
敬
一
・
山
内
義
正
編
（
一
九
六
二
）「
下
田
先
生
を
訪
ね
て
」，『
鳥

大
メ
デ
ィ
カ
ル
』
鳥
大
メ
デ
ィ
カ
ル
刊
行
会
発
行 

第
一
号
，
三
三
頁 

（
24
）	

鶴
田
憲
次
（
一
九
七
〇
） 『
流
る
る
雲
と
人
』 

牧
野
出
版
社
，
一
二
七
頁

（
25
）	

豊
島
良
太
（
二
〇
二
一
）「
米
子
医
学
専
門
学
校
設
立
経
緯
」，『
鳥
取
県

立
博
物
館
研
究
報
告
』
鳥
取
県
立
博
物
館
発
行
，
第
58
号
，
一
一
七

－

一
二
八
頁

（
26
）	

徳
島
大
学
50
年
史
編
集
委
員
会
編
（
二
〇
〇
〇
ａ
）「
徳
島
医
学
専
門
学

校
・
徳
島
高
等
学
校
・
徳
島
医
科
大
学
」，『
徳
島
大
学
五
十
年
史
』
徳

島
大
学
50
年
史
編
集
委
員
会
発
行
，
二
二
頁 

（
27
）	

徳
島
大
学
50
年
史
編
集
委
員
会
編
（
二
〇
〇
〇
ｂ
）「
徳
島
医
学
専
門
学

校
・
徳
島
高
等
学
校
・
徳
島
医
科
大
学
」，『
徳
島
大
学
五
十
年
史
』
徳

島
大
学
50
年
史
編
集
委
員
会
発
行
，
二
三
頁

（
28
）	

鳥
取
縣
議
会
編
（
一
九
四
五
）『
昭
和
二
十
年
鳥
取
縣
通
常
縣
會
議
事
速

記
録
』
鳥
取
縣
発
行
，
三
四

－

三
五
頁

（
29
）	

鳥
取
県
庁
文
書
（
一
九
四
六
）
〇
〇
〇
二
一
九
九
〇
一
六
七
七
「
内
務

部
長
引
継
書
」，
鳥
取
県
立
公
文
書
館
所
蔵

（
30
）	
鳥
取
県
庁
文
書
（
一
九
四
七
）
〇
〇
〇
二
一
九
九
〇
〇
七
五
九
「
知
事

事
務
引
継
書
」
鳥
取
県
立
公
文
書
館
所
蔵

（
31
）	

鳥
取
県
立
鳥
取
東
高
等
学
校
創
立
五
十
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
編

（
一
九
七
二
）「
鳥
取
県
立
鳥
取
東
高
等
学
校
創
立
五
十
周
年
記
念
誌
」



― 35 ―

鳥
取
県
立
鳥
取
東
高
等
学
校
発
行
，
二
二
四

－

二
二
六
，
二
六
三

－

二
六
四
頁

（
32
）	
鳥
取
大
学
医
学
部
編
（
一
九
五
〇
）「
美
保
航
空
隊
建
物
移
築
状
況
調
査

書
」，
鳥
取
大
学
医
学
部
同
窓
会
所
蔵

（
33
）	

鳥
取
大
学
創
立
30
周
年
記
念
史
編
集
・
刊
行
委
員
会
編
（
一
九
八
三
ａ
）

「
第
一
章
鳥
取
大
学
の
創
設
」，「
鳥
取
大
学
三
十
年
史
」
鳥
取
大
学
発
行
，

一

－

三
二
頁

（
34
）	

鳥
取
大
学
創
立
30
周
年
記
念
史
編
集
・
刊
行
委
員
会
編
（
一
九
八
三
ｂ
）

「
第
四
章
医
学
部 

第
一
節 

総
説
」，「
鳥
取
大
学
三
十
年
史
」
鳥
取
大
学

発
行
，
二
六
七

－

二
七
〇
頁

（
35
）	

鳥
取
大
学
創
立
30
周
年
記
念
史
編
集
・
刊
行
委
員
会
編
（
一
九
八
三
ｃ
）

「
第
七
章
教
養
部 

第
一
節 

教
養
部
前
史
」，「
鳥
取
大
学
三
十
年
史
」
鳥

取
大
学
発
行
，
六
五
九
頁

（
36
）	

鳥
取
大
学
創
立
30
周
年
記
念
史
編
集
・
刊
行
委
員
会
編
（
一
九
八
三
ｄ
）

「
付
録
」，「
鳥
取
大
学
三
十
年
史
」
鳥
取
大
学
発
行
，
八
三
〇
頁

（
37
）	

鳥
取
大
学
創
立
30
周
年
記
念
史
編
集
・
刊
行
委
員
会
編
（
一
九
八
三
ｅ
）

「
付
録
」，「
鳥
取
大
学
三
十
年
史
」
鳥
取
大
学
発
行
，
八
三
八
頁

（
38
）	

鳥
取
大
学
創
立
50
周
年
記
念
誌
編
集
・
刊
行
委
員
会
編
（
二
〇
〇
一
）『
鳥

取
大
学
五
十
年
史
』
鳥
取
大
学
発
行
，
一
九
頁

（
39
）	

内
閣
（
一
九
四
七
ａ
）「
医
学
教
育
刷
新
改
善
要
項
」	

	
https://w

w
w
.digital.archives.go.jp/das/m

eta/M
0000000000001779146

	

閲
覧
日
：
二
〇
二
〇
年
八
月
一
〇
日

（
40
）	

内
閣
（
一
九
四
七
ｂ
）「
五
官
立
医
学
専
門
学
校
大
学
昇
格
要
綱
」

	
https://w

w
w
.digital.archives.go.jp/das/m

eta/M
0000000000001779150

	

閲
覧
日
：
二
〇
二
〇
年
八
月
九
日

（
41
）	

内
閣
官
房
内
閣
参
事
官
室
（
一
九
四
七
）「
医
学
教
育
刷
新
改
善
要
項
（
文

部
省
）」

	
https://w

w
w
.digital.archives.go.jp/das/m

eta/M
0000000000001367298

	

閲
覧
日
：
二
〇
二
〇
年
八
月
九
日

（
42
）	

日
本
医
事
新
報
社
（
一
九
四
七
）「
全
国
医
専
の
整
理
処
理
決
定
」，『
日

本
医
事
新
報
』
一
三
一
五
，
九
頁
，
日
本
医
事
新
報
社
発
行

（
43
）	

日
本
海
新
聞
（
一
九
四
六
）「
医
専
へ
の
寄
附 

日
野
郡
は
好
調
」

一
九
四
六
年
六
月
三
〇
日
，
二
面

（
44
）	

日
本
海
新
聞
（
一
九
四
七
ａ
）「
米
子
医
専
の
昇
格
問
題
」
一
九
四
七
年

二
月
二
七
日
，
一
面

（
45
）	

日
本
海
新
聞
（
一
九
四
七
ｂ
）「
将
来
は
山
陰
大
学
へ 

昇
格
の
日
、
下

田
校
長
語
る
」
一
九
四
七
年
二
月
二
八
日
，
二
面

（
46
）	

橋
本
鉱
市
（
二
〇
〇
八
ａ
）「
第
二
章 

戦
前
期
に
お
け
る
医
師
養
成
」『
専

門
職
養
成
の
政
策
過
程
―
戦
後
日
本
の
医
師
数
を
め
ぐ
っ
て
―
』，
学
術

出
版
会
，
一
〇
六

－

一
二
九
頁

（
47
）	
橋
本
鉱
市（
二
〇
〇
八
ｂ
）「
第
三
章 

占
領
下
に
お
け
る
医
師
養
成
政
策
」

『
専
門
職
養
成
の
政
策
過
程
―
戦
後
日
本
の
医
師
数
を
め
ぐ
っ
て
―
』，

学
術
出
版
会
，
一
三
一

－

一
九
八
頁

（
48
）	

弘
前
大
学
医
学
部
五
十
年
史
編
集
委
員
会
編
（
一
九
九
四
）『
弘
前
大
学
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医
学
部
五
十
年
史
』
弘
前
大
学
医
学
部
発
行
，
一

－

三
頁

（
49
）	
福
島
統（
二
〇
一
八
）「
１ 

医
学
教
育
の
歴
史
」『
医
学
教
育
』四
九（
五
），

四
二
一

－

四
二
八
頁
，
日
本
医
学
教
育
学
会

（
50
）	

湊
口
賢
二
編
（
一
九
五
四
）『
義
方
校
創
立
八
〇
周
年
記
念
史
』
湊
口
賢

二
発
行
，
八
，
四
五
頁

（
51
）	

文
部
省
（
一
九
七
九
ａ
）『
文
部
省
第
七
十
一
年
報　

昭
和
十
八
年
度
（
復

刻
版
）』
印
刷
局
朝
陽
会
発
行
，
二
〇
六

－

二
〇
七
頁

（
52
）	

文
部
省
（
一
九
七
九
ｂ
）『
文
部
省
第
七
十
二
年
報　

昭
和
十
九
年
度
（
復

刻
版
）』
印
刷
局
朝
陽
会
発
行
，
三
八
二
頁

（
53
）	

文
部
省
（
一
九
七
九
ｃ
）『
文
部
省
第
七
十
三
年
報　

昭
和
二
十
年
度
（
復

刻
版
）』
印
刷
局
朝
陽
会
発
行
，
二
六
四
頁

（
54
）	

文
部
省
（
一
九
七
九
ｄ
）『
文
部
省
第
七
十
五
年
報　

昭
和
二
十
二
年
度

（
復
刻
版
）』
印
刷
局
朝
陽
会
発
行
，
三
三
六
頁

（
55
）	

文
部
省
学
校
教
育
局
（
一
九
四
六
）「
米
子
医
学
専
門
学
校
規
則
中
改
正

許
可
」https://w

w
w
.digital.archives.go.jp/im

g/3812771

	

閲
覧
日
：
二
〇
二
〇
年
八
月
一
〇
日

（
56
）	

山
根
一
誠
（
二
〇
一
一
）「
66
年
前
、
56
年
前
の
思
い
出
」，『
米
子
同
窓

だ
よ
り
』
九
一
号
，
六
三

－

六
四
頁
，
鳥
取
大
学
医
学
部
同
窓
会

（
57
）	

米
子
医
学
専
門
学
校
校
友
会
雑
誌
部
編
（
一
九
四
六
）『
米
子
医
学
専
門

学
校
校
友
会
雑
誌 

第
一
号
』
米
子
医
学
専
門
学
校
校
友
会
雑
誌
部
発
行

（
58
）	

米
子
医
学
専
門
学
校
校
友
会
雑
誌
部
編
（
一
九
四
七
）『
米
子
医
学
専
門

学
校
校
友
会
雑
誌 

第
二
号
』
米
子
医
学
専
門
学
校
校
友
会
雑
誌
部
発
行

（
59
）	

米
子
医
学
専
門
学
校
校
友
会
雑
誌
部
編
（
一
九
四
九
）『
米
子
医
学
専
門

学
校
校
友
会
雑
誌 

第
四
号
』
米
子
医
学
専
門
学
校
校
友
会
雑
誌
部
発
行

（
60
）	

米
子
市
編
（
一
九
八
八
）『
米
子
市
六
十
周
年
史
』
米
子
市
発
行
，

三
九
三
頁 

（
61
）	

米
子
市
史
編
さ
ん
協
議
会
編
（
二
〇
〇
六
）『
新
修
米
子
市
史　

第
十
一

巻
資
料
編 

現
代
』
米
子
市
発
行
，
四
一
六
頁

（
62
）	

米
子
市
役
所
編
（
一
九
五
九
）『
米
子
市
三
十
周
年
史
』
米
子
市
役
所
発

行
，
四
八
八
頁

（
63
）
米
子
市
立
図
書
館
（
二
〇
〇
六
）「
平
成
一
八
年
度
米
子
市
立
図
書
館
事

業
報
告
書
」https://w

w
w
.city.yonago.lg.jp/secure/8368/data1.pdf

	

閲
覧
日
：
二
〇
二
〇
年
八
月
一
八
日

　

引
用
し
た
日
本
海
新
聞
記
事
に
つ
い
て
は
、「『
日
本
海
新
聞
』
米
子
医
学
専

門
学
校
か
ら
鳥
取
大
学
医
学
部
ま
で
の
関
係
記
事
」，
鳥
取
県
立
博
物
館
研
究

報
告 

第
58
号
，
一
三
一

－

一
四
四
頁
，
二
〇
二
一
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、

今
回
の
調
査
で
、
脱
漏
し
た
記
事
の
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
れ
ら
は
引

用
文
献
と
し
て
掲
載
し
た
。
昭
和
二
〇
年
代
の
貨
幣
価
値
に
つ
い
て
は
、 

日
本

銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.boj.or.jp/announcem

ents/education/

oshiete/history/j12.htm

を
参
照
さ
れ
た
い
。


